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モクレン科のタムシバは、花芽を
寒さから守るために専用のカバーを
つける。この暖かそうな起毛のカバ
ーは、芽鱗（がりん）と呼ばれる。
起毛を持つのは花芽の芽鱗だけで、
葉芽の表面はなめらかである。
芽鱗は春になると役目を終え、中
から大輪の白い花が現れる。花はコ
ブシとよく似ているが、花のすぐ下
に葉が1枚つくことで区別できる。
花弁や枝には、歯みがき粉に似た
感じの甘いにおいがある。

明るいきな粉色の美しい種である。
羽の先端が青黒いことにちなんでツ
マグロと名づけられた。セミに近い
種で、セミと同じように吸う口をし
ている。
クズなどを好んで吸汁することも
あって、長岡では平野部や低山帯の
空き地で見かけることが多い。人が
近寄ると、横にはうようにして葉の
裏側にまわる。冬季には成虫で土中
に潜り、越冬する。
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～家電４品目（エアコン・テレビ・冷蔵庫・洗濯機）は
ごみステーションに出さないで！～

市では、平成13年４月からエアコン・テ
レビ・冷蔵庫・洗濯機の家電４品目は「ご
み」として収集していません。しかし、今
でもこれらの家電品を空き地やごみステー
ションに投棄するケースが見られます。
ごみの不法投棄は法律により厳しく罰せ

られます。不法投棄は絶対にやめましょう。
家電４品目は、次の３通りの正しい方法

で処分するよう徹底してください。

①家電小売店に依頼する方法

製品を買った店や買い換えをする店に、
収集・運搬料金とリサイクル料金を添えて処理を依頼してください。

②市の許可業者に依頼する方法

次の許可業者に連絡し、収集・運搬料金とリサイクル料金を添えて処
理を依頼してください。
・㈱加藤産業�２７・６７７０ ・㈱花園サービス�２９・１１２２
・㈱丸共 �２４・０７００ ・㈱みつわ �３５・７３６２
③自分で指定引取場所へ持ち込む方法

下記の指定引取場所にリサイクル券（郵便局で購入してください）を
添えて各自で持ち込んでください。

●松下電器、東芝の製品は
㈱豊和商事 新組町２４７４－１ �２４・６３２２

●日立、三菱、サンヨー、シャープ、ソニーの製品は
日本通運㈱長岡支店 要町１－４－４４ �３６・４４００

※リサイクル料金〔下記は大手メーカーが公表している標準料金で
す（別途消費税がかかります）〕

・エアコン ３,５００円 ・テレビ２,７００円
・冷蔵庫 ４,６００円 ・洗濯機２,４００円

��� !"#$%&'�()*(+,-./01
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▲テレビは、ごみステーションに
出しても収集しません。未来の子
どもたちにクリーンな環境を引き
継ぐためにも、家電４品目は各自
の責任でリサイクルを！
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年
末
は
、
12
月
31
日
J
正
午
ま
で

受
け
入
れ
ま
す
（
事
業
系
の
ご
み
は

「
燃
や
す
ご
み
」
の
み
）。
ご
み
の

減
量
と
計
画
的
な
搬
入
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

K
L
M
%
N�
24
・
２
８
３
８

（
寿
３
の
６
の
１
）

・
受
け
入
れ
る
ご
み
の
種
類
…
「
燃

や
す
ご
み
」
の
み

K
O
P
M
%
N�
47
・
１
１
０
０

（
三
島
町
大
字
鳥
越
２
８
１
８
）

・
受
け
入
れ
る
ご
み
の
種
類
…
「
燃

や
す
ご
み
」、「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」、

「
粗
大
ご
み
」

:
Q
R
S
*
T
*
U
V
W
X
W
Y
Z

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
へ
の
「
び
ん

・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の
直
接
搬

入
は
で
き
ま
せ
ん
。
１
月
の
回
収
日

ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

し尿のくみ取り

し尿のくみ取りは、12月27
日[まで受け付け、12月28日
\～１月５日]は、お休みし
ます。
１月６日^からは、平常ど
おり業務を行います。
なお、業務の混雑状況や降

雪状況により、申し込みから
くみ取りまで日数がかかる場
合がありますので、早めにお
申し込みください。
また、作業ができるように、

くみ取り口の除雪と、くみ取
り車の駐車場の確保にご協力
をお願いします。
申し込み＝環境業務課

�２４・９３１０
（くみ取り専用）

収
集
し
な
い
期
間
は
、
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
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平
常
ど
お
り

火
木
土
の
地
区
の
「
燃
や
す
ご

み
」

休

み

平
常
ど
お
り

「
燃
や
す
ご
み
」
が
月
水
金
の

地
区
は
、
こ
の
日
が
年
末
最
後

の
収
集
日
で
す
。

平
常
ど
お
り

「
燃
や
す
ご
み
」
が
火
木
土
の

地
区
は
、
こ
の
日
が
年
末
最
後

の
収
集
日
で
す
。
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土
地
所
有
者
（
室
町
産
業
㈱
と

長
鐵
工
業
㈱
）
か
ら
提
出
さ
れ
た

千
秋
が
原
南
側
部
分
の
土
地
利
用

計
画
変
更
協
議
に
つ
い
て
は
、
先

月
号
の
市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ

し
た
よ
う
に
、
市
か
ら
の
要
請
事

項
全
て
に
つ
い
て
土
地
所
有
者
か

ら
承
諾
を
い
た
だ
き
、
要
請
内
容

を
反
映
し
た
変
更
計
画
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
同
意
を
前
提
と

し
て
国
に
対
し
協
議
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
協
議
に
際
し
て
、
国
か
ら
、

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か

ら
、
あ
ら
か
じ
め
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
う
よ

う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
市
議
会
や
商
工
会
議
所
の
ご

意
見
な
ど
も
参
考
に
検
討
を
行
い
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見

直
し
を
先
行
し
て
行
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

現
状
の
計
画
や
構
想
に
沿
っ

た
見
直
し
を
行
い
ま
す

今
回
の
見
直
し
で
は
、「
都
市
づ

く
り
の
目
標
と
将
来
像
」
な
ど
の

計
画
の
根
幹
に
か
か
わ
る
部
分
の

改
定
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
千
秋
が

原
地
区
を
は
じ
め
、
長
岡
操
車
場

地
区
、
厚
生
会
館
地
区
な
ど
に
お

い
て
、
計
画
や
構
想
な
ど
が
平
成

十
一
年
に
策
定
し
た
都
市
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
と
整
合
し
て
い
な
い
部

分
に
つ
い
て
、
現
状
に
沿
っ
た
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

今
後
、
市
で
は
見
直
し
の
素
案

づ
く
り
か
ら
進
め
て
い
き
ま
す
が
、

そ
の
節
目
ご
と
に
市
民
の
み
な
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

長
岡
市
で
は
、
来
年
二
月
か

ら
ｅ
�ネ
ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が
お
か

と
し
て
、
情
報
技
術
を
活
用
し

た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま

す
。今

月
は
、
テ
レ
ビ
会
議
の
シ

ス
テ
ム
開
発
に
か
か
わ
っ
た
長

岡
Ｉ
Ｔ
事
業
協
同
組
合
理
事
長

の
片
岡
忠
久
さ
ん
に
、
動
き
出

す
ｅ
�ネ
ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が
お
か

へ
の
期
待
に
つ
い
て
お
話
を
う

か
が
い
ま
し
た
。

民
間
主
導
で
い
ろ
い
ろ
な

サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る
！

市
が
先
導
的
に
高
速
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
市
民

の
情
報
化
を
促
進
す
る
た
め
に
非

常
に
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
行
政
と
民
間
が
共
同
で
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
始
ま
れ
ば
、
民

間
主
導
で
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス

が
展
開
さ
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
実
際
に
使
う
人
か
ら
も

知
恵
を
出
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

集
約
す
る
こ
と
で
、
地
域
や
産
業

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
け
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

平成15年２月から開始予定のサービス

▲片岡忠久さん

千
秋
が
原
南
側
部
分
の
土
地
利
用
計
画
変
更
協
議

�
�
�
�
�
�
	



a
b
c
d
e
f
�
�


��
����
��
��
��
��
��

��
��
��
��

�
�

�
�
�

（
最
終
回
）

�

充
実
し
た
研
究
内
容
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

研
究
会
で
は
、
首
長
会
議
か
ら

担
当
者
レ
ベ
ル
の
会
議
も
含
め
、

計
二
十
八
回
も
の
会
議
を
実
施
し
、

合
併
の
目
的
や
メ
リ
ッ
ト
、
地
域

の
個
性
尊
重
の
あ
り
方
、
合
併
す

る
場
合
の
イ
ン
フ
ラ
（
都
市
基
盤
）

整
備
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
模
擬
実
験
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
福
祉
や
教
育
な
ど
の
分

野
ご
と
に
三
十
二
の
分
科
会
を
設

置
し
、
八
市
町
村
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
や
住
民
負
担
を
比
較
し

な
が
ら
、
合
併
す
る
場
合
の
調
整

方
針
を
専
門
的
に
検
討
し
ま
し
た
。

任
意
の
研
究
会
と
は
い
え
、
合

併
に
向
け
て
、
具
体
的
な
研
究
成

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

研
究
会
報
告
書
の
内
容
は
、
今

月
の
市
政
だ
よ
り
別
冊
「
子
供
た

ち
の
未
来
の
た
め
に
考
え
よ
う
」

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

よ
り
具
体
的
な
協
議

に
入
り
ま
す

各
市
町
村
は
、
研
究
会

の
成
果
を
踏
ま
え
、
合
併

に
向
け
て
の
次
の
段
階
で

あ
る
「
任
意
合
併
協
議
会
」

を
早
け
れ
ば
年
内
に
設
置

し
、
よ
り
具
体
的
な
協
議

を
行
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

任
意
合
併
協
議
会
は
、

各
首
長
、
各
市
町
村
議
員
、

学
識
経
験
者
、
住
民
代
表

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
合
併

に
向
け
た
合
意
形
成
や
課
題
の
整

理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

任
意
合
併
協
議
会
で
十
分
検
討

し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
合
併
に

つ
い
て
の
ご
意
見
を
お
聴
き
し
た

後
、
次
の
段
階
で
あ
る
「
法
定
合

併
協
議
会
」
を
設
置
し
、
本
格
的

に
詳
細
部
分
ま
で
協
議
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て

市
町
村
合
併
は
、
各
地
域
が
持

つ
特
色
を
一
つ
に
ま
と
め
て
し
ま

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
自
然
や
文
化
、

人
材
、
産
業
な
ど
の
特
色
を
生
か

し
、
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
も
の
で
す
。

ま
た
、
三
十
万
都
市
の
実
現
は
、

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
地
域

経
済
の
活
性
化
な
ど
総
合
的
な
活

力
の
強
化
も
期
待
で
き
る
な
ど
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
絶
好

の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
ご
理

解
い
た
だ
き
、
長
岡
地
域
の
発
展

の
た
め
、
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く

り
の
方
向
を
み
な
さ
ん
で
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

合
併
に
関
す
る
情
報
は
、
今
後

も
随
時
、
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
向
け
て

 
!
"
#
$
%
&
'
(
)

* + , - . / 0 1
１ 合併に係る事前準備（長岡地域市町村合併研究会の設置）

関係市町村の住民サービスや行財政状況の比較検討、住民への
情報提供、合併パターンの検討などを行いました。

2････ 現在の位置

２ 任意合併協議会を設置 早ければ平成14年中

各種行政制度の検討や調整などの実質作業に着手します。具体
的なビジョンの策定や行政制度の調整方針等について、関係市町
村の合意を形成し、法定合併協議会の設置準備をします。

2
３ 法定合併協議会を設置 平成15年中

市町村建設計画の策定や各種行政制度の調整、合併協定項目の
協議など、合併に関する具体的な判断材料の協議検討を行い、そ
の状況を公表します。

2
４ 国・県との法的手続き、行政事務の準備

関係市町村議会での「廃置分合」の議決後、県知事に合併申請
を行います。県議会での議決などを経て、総務大臣による合併の
告示がなされます。

2
合 併 施 行 平成17年３月までに

長
岡
市
、
見
附
市
、
栃
尾
市
、
中
之
島
町
、
越
路

町
、
山
古
志
村
、
小
国
町
、
三
島
町
の
八
市
町
村
は
、

平
成
十
三
年
十
二
月
に
長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研
究

会
を
設
置
し
、
約
一
年
間
、
合
併
の
必
要
性
や
目
的

な
ど
を
研
究
し
、
十
月
二
十
五
日
の
最
終
会
議
で
研

究
会
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

早
け
れ
ば
年
内
に
任
意
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、

具
体
的
な
協
議
に
入
り
ま
す
。

▲最後の研究会となった長岡地域市町村合併研究会第６回
首長会議では、研究会報告書について審議し、了承されま
した（10月25日・三島町役場）。
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手
掛
け
て
い
き
た
い
ん
で
す
よ
。

例
え
ば
、
安
心
で
お
い
し
い
自
然

食
品
の
販
売
と
か
ね
」
と
将
来
の

夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
事
業
を
始
め
る
と
き
、
一
番

大
変
な
の
は
資
金
繰
り
な
ん
で
す
。

仲
間
が
そ
ば
に
い
る
の
で
、
ほ
か

の
人
は
資
金
繰
り
を
ど
う
し
た
か

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
っ
た
り
、

い
ろ
ん
な
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
っ

た
り
し
て
ま
す
の
で
、
心
強
い
ん

で
す
よ
。
ほ
か
の
人
が
頑
張
っ
て

る
姿
を
見
る
と
、
勉
強
に
な
る
し
、

刺
激
を
受
け
ま
す
ね
」
と
シ
ス
テ

ム
開
発
、
パ
ソ
コ
ン
出
張
塾
な
ど

を
行
う
「
Ｋ
Ｃ
Ｓ
」
の
神
田
さ
ん
。

四
人
の
起
業
家
は
、
お
互
い
に

刺
激
し
合
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

力
強
い
サ
ポ
ー
タ
ー
が
応
援

経
営
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る

専
門
家
は
、
起
業
家
を
ど
う
見
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
会
社
を
経
営
す
る
に
は
、
技

術
、
営
業
、
経
理
の
三
つ
を
こ
な

せ
な
い
と
う
ま
く
い
か
な
い
ん
で

す
よ
。
一
人
で
会
社
を
起
こ
す
場

合
、
三
拍
子
そ
ろ
っ
て
い
る
人
は

ま
ず
い
ま
せ
ん
ね
。
こ
の
チ
ャ
ン

ス
に
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ぜ
ひ
学

ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
」
と

言
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
「
㈲

Ｍ
Ｃ
Ａ
」
の
小
松
俊
樹
さ
ん
。

経
営
指
導
を
担
当
す
る
「
長
津

公
認
会
計
士
事
務
所
」
の
長
津
和

彦
さ
ん
は
、「
事
業
を
始
め
る
と
き

は
、
み
ん
な
不
安
な
ん
で
す
。
い

つ
で
も
相
談
に
乗
り
ま
す
の
で
、

ど
ん
ど
ん
私
た
ち
を
利
用
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
」
と
四
人
を
温
か
く

見
守
り
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
厳
し
い

よ
う
で
す
が
、
こ
れ
以
上
続
け
て

も
見
込
み
が
な
い
人
に
は
、
駄
目

だ
と
は
っ
き
り
言
い
ま
す
よ
」
と

も
。
会
社
経
営
の
厳
し
さ
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
専
門
家
が
四
人
の
起

業
家
と
定
期
的
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
き
め
細
か
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

産
学
官
の
連
携
で
産
業
支
援

「
崇
徳
館
」
に
は
、
四
人
の
起

業
家
の
ほ
か
に
も
、
六
人
の
個
性

的
な
事
業
者
が
入
居
し
、
お
互
い

に
技
術
や
経
営
に
関
す
る
情
報
を

交
換
す
る
な
ど
、
親
交
を
深
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
市
に
は
、
長
岡
ア

イ
テ
ィ
事
業
協
同
組
合
が
あ
り
、

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
事
業
者
が
連

携
し
て
多
様
な
仕
事
が
で
き
る
組

織
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
る
長
岡
技
術

科
学
大
学
テ
ク
ノ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
も
、
地
域
密

着
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
力

を
注
い
で
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

事
業
者
や
Ｉ
Ｔ
事
業
者
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
、
大
学
な
ど
と
産
学
官

の
連
携
の
場
を
つ
く
る
た
め
、
十

月
三
十
日
、「
が
ん
ば
れ
な
が
お
か
！

起
業
応
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
四
人
の
起
業
家
を
は

じ
め
、
市
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

家
、
支
援
団
体
な
ど
、
約
五
十
人

が
参
加
。
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
交
流
な
ど
を
通
じ
、

こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
起
業
家

が
誕
生
し
、
ど
ん
ど
ん
長
岡
の
ま

ち
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

市
で
は
、
第
二
次
長
岡
市
行
財

政
改
善
推
進
計
画
に
基
づ
い
て
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
実
情
や
要
望

に
も
っ
と
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
や
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

51
の
手
続
き
が
郵
送
可
能
に

現
在
の
市
の
業
務
で
、
申
請
・

届
け
出
が
必
要
な
も
の
は
、
約
千

種
類
あ
り
ま
す
。
こ
の
内
、
郵
送

や
フ
ァ
ク
ス
で
手
続
き
が
で
き
る

も
の
は
、
四
百
九
十
種
類
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
可
能
な
も
の
が

な
い
か
を
見
直
し
た
結
果
、
十
二

月
一
日
か
ら
、
さ
ら
に
五
十
一
種

類
の
申
請
・
届
け
出
を
郵
送
等
で

手
続
き
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
児
童
手
当
の
支
給
を

継
続
す
る
た
め
の
現
況
届
や
老
人

保
健
法
に
よ
る
医
療
の
受
給
資
格

変
更
喪
失
届
出
書
の
提
出
な
ど
で

す
。郵

送
等
が
可
能
に
な
っ
た
申
請

・
届
け
出
に
つ
い
て
は
、
手
続
き

方
法
の
説
明
用
紙
や
提
出
書
類
な

ど
に
明
記
し
た
り
、
各
担
当
課
で

ご
案
内
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
役
所
一
階
市
民
情
報

ラ
ウ
ン
ジ
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

便
利
な
市
役
所
を
目
指
し
て

�
�
�
�
�
�
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a「がんばれながおか！起業応援フォーラ
ム」では、４人の起業家が紹介され、今後の
抱負などを発表しました（10月30日）。

b

Ｓc

Ｏd

Ｈe

Ｏd

起
業
家
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
技
術
や
ア
イ

デ
ア
を
駆
使
し
て
、
小
規
模
な
オ

フ
ィ
ス
で
新
し
い
事
業
を
始
め
る

人
を
言
い
ま
す
。

市
で
は
今
年
度
か
ら
、
意
欲
的

な
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
起
業
家
に
、
市
の
「
ｅ
f

ネ
ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が
お
か
推
進
事

業
」
で
整
備
す
る
超
高
速
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
事
務

室
を
提
供
し
、
育
成
・
支
援
し
て

い
ま
す
。
民
間
の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
「
崇�

�

徳
�

館�
�

」

（
殿
町
二
）
の
四
室
を
市
が
借
り

上
げ
、
低
賃
料
で
提
供
。
九
月
か

ら
四
人
の
起
業
家
が
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

市
は
、
事
務
室
を
提
供
す
る
だ

け
で
な
く
、
専
門
家
に
よ
る
経
営

ア
ド
バ
イ
ス
や
ほ
か
の
事
業
者
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
交
流
会
の
開
催
な
ど
で
支

援
し
て
い
ま
す
。

支
援
期
間
は
、
最
長
二
年
間
。

自
立
後
は
、
中
心
市
街
地
に
あ
る

空
き
事
務
所
で
の
事
業
展
開
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

今
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し

目
標
に
向
か
っ
て
前
進

四
人
の
起
業
家
は
、
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
崇

徳
館
」
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

「
今
、
家
族
と
離
れ
て
単
身
で
、

こ
の
事
務
所
に
寝
泊
ま
り
し
て
る

ん
で
す
よ
。
毎
日
質
素
な
食
事
で
、

最
近
や
せ
ま
し
て
ね
え
」
と
言
う

の
は
、「
ア
イ
ト
ム
」
の
伊
村
さ
ん
。

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
販
売
を
手
掛

け
て
い
ま
す
。「
こ
の
前
、
よ
う
や

く
融
資
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
て
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
」

と
順
調
な
様
子
で
す
。

「
こ
こ
は
、
ほ
ん
と
に
便
利
な

ん
で
す
よ
。
二
十
四
時
間
、
管
理

の
人
が
い
て
く
れ
る
の
で
、
留
守

の
間
、
商
品
の
受
け
渡
し
を
お
願

い
で
き
る
ん
で
す
よ
ね
。
ほ
ん
と

に
助
か
り
ま
す
」
と
映
像
に
関
す

る
事
業
を
行
う
「
オ
ラ
シ
オ
ン
」

の
遠
藤
さ
ん
は
満
足
そ
う
。

製
造
業
に
対
す
る
技
術
調
査
・

開
発
を
行
う
「
㈲
Ｍ
Ｓ
Ｔ
」
の
田

中
さ
ん
は
、「
前
の
職
場
の
経
験
を

生
か
し
て
今
の
事
業
を
や
っ
て
い

ま
す
。
将
来
的
に
は
、
一
般
の
人

に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
仕
事
も

▲インキュベーション・オフィス「崇徳館」の一室。ホテルの客室を改装した事
務室なので、仕事がしやすい環境が整っています。

新
た
な
地
域
産
業
の
担
い
手
に

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
富
ん
だ
起
業
家
が
、
今
、
長
岡
の
ま

ち
な
か
で
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
新
た
な
産
業
の
芽
を
育
て
る
た
め
、
こ
う
し
た

起
業
家
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
い
る
起
業
家
と
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
た
ち

の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ＳＯＨＯって何？
���  !""#$%&'�%!""#$%（スモールオ

フィス ホームオフィス）の略で、小規模
事務所や在宅勤務者などの総称。インター
ネットなどを活用した幅広い業種・職種が
あります。最近は、女性、学生、ＮＰＯ活
動などの事業者も増えています。
事業者同士がネットワークをつくり、共

同開発を行うなど、地域に新しい産業を展
開し、その波及効果により、産業の活性化
が期待できます。
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a
b
c

調
査
で
は
、
地
下
水
を
何
に
利
用
し
て

い
る
か
も
調
べ
ま
し
た
。

用
途
別
に
見
る
と
、
全
体
の
九
四
・
三
％

が
消
雪
用
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
（
グ
ラ
フ
１
）。
ま
た
、
長
岡
の
地

下
水
は
、
ほ
と
ん
ど
が
降
雪
期
に
集
中
し

て
く
み
上
げ
ら
れ
、
そ
の
量
は
、
最
大
で

一
時
間
あ
た
り
約
三
十
万
六
千
立
方
メ
ー

ト
ル
（
市
役
所
本
庁
舎
を
升
に
例
え
る
と

約
五
杯
分
）
に
お
よ
ぶ
こ
と
な
ど
も
わ
か

り
ま
し
た
。

d
e
f
�
�

�
�
�
�
�
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降
雪
期
に
水
を
集
中
的
に
使
う
こ
と
に

問
題
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

市
で
は
、
市
内
十
八
カ
所
で
地
下
水
位

を
毎
日
観
測
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

う
ち
の
七
カ
所
で
は
地
盤
の
よ
う
す
も
調

査
し
て
、
渇
水
や
地
盤
沈
下
を
監
視
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
年
一
回
、
水
準
測

量
で
地
盤
の
変
動
状
況
も
調
べ
て
い
ま
す
。

地
下
水
位
の
調
査
デ
ー
タ
（
グ
ラ
フ
２
）

を
見
る
と
、
近
年
は
少
雪
傾
向
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
最
低
水
位
が
低
く
な
る
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
間
の
水
位
の
動
き
を
見
る
と
、

や
は
り
冬
季
に
大
き
く
低
下
し
、
浅
井
戸

で
は
渇
水
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。川
西
地
区
で
は
、三
十
メ
ー

ト
ル
以
上
低
下
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
水
位
は
、
降
雪
期
を
過
ぎ
る

と
急
速
に
回
復
し
、
夏
前
に
は
ほ
ぼ
元
の

状
態
に
回
復
し
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
３
）。


�
�
�
�
�
 
�
!
�
�

一
方
、
地
盤
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

川
東
地
区
が
ほ
ぼ
横
ば
い
な
の
に
対
し

て
、
川
西
地
区
の
一
部
で
は
、
年
々
、
少

し
ず
つ
地
盤
沈
下
が
発
生
し
て
い
る
所
が

あ
り
ま
す
（
グ
ラ
フ
４
）。

こ
れ
は
、
川
西
地
区
の
ほ
う
が
川
東
地

区
に
比
べ
粘
土
層
が
多
く
、
地
盤
沈
下
し

や
す
い
地
層
で
あ
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

た
だ
、
こ
こ
十
年
は
、
川
西
地
区
の
地
盤

沈
下
も
お
お
む
ね
沈
静
化
し
て
い
ま
す
。

地
盤
も
水
位
と
ほ
ぼ
同
様
の
サ
イ
ク
ル

で
、
降
雪
期
に
数
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
沈

下
し
、
夏
に
は
ほ
ぼ
元
に
戻
る
こ
と
を
繰

り
返
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
盤
は
、

水
位
に
比
べ
回
復
力
が
弱
い
た
め
、
急
激

な
沈
下
・
回
復
を
繰
り
返
す
と
、
沈
下
量

が
年
々
累
積
す
る
傾
向
に
あ
る
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
よ
う
に
、
少
雪
の
年
が
続

い
て
い
て
も
、
ひ
と
た
び
大
雪
が
降
っ
て
、

地
下
水
が
大
量
に
く
み
上
げ
ら
れ
れ
ば
、

一
時
的
に
地
盤
沈
下
が
発
生
す
る
危
険
性

が
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

節
度
あ
る
く
み
上
げ
で
渇
水
や
地
盤
沈

下
を
抑
制
し
な
が
ら
、
地
下
水
を
有
効
利

用
す
る
方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

グラフ２ 最低地下水位と累計降雪量の推移

グラフ３ １年間の地下水位の動き（平成12～13年）

グラフ４ 地盤沈下の推移

《地盤沈下のメカニズム》

地下水を過剰にくみ上げると、地下水の水位が低下します。すると粘土層に含ま
れている水が砂利層に流れ出て粘土層が縮み、その結果、地表面が沈下します。
なお、粘土層は、ちょうどスポンジに力を加えたときと同じように、縮んだりふ
くらんだりしますので、過剰に水をくみ上げなければ元に戻る力を持っています。
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地
下
水
は
、
現
在
、
ど
れ
だ
け
使
わ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

長
岡
市
で
は
、
平
成
十
三
年
度
と
十
四

年
度
の
二
年
間
を
か
け
て
、
市
内
で
使
わ

れ
て
い
る
す
べ
て
の
井
戸
を
対
象
に
「
地

下
水
揚
水
量
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
現
在
、
市
内
に
は
、

一
万
九
千
五
百
五
十
四
本
の
井
戸
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
結
果
を
、
二
十
一
年
前
（
昭
和
五

十
六
年
度
）
に
行
っ
た
同
じ
調
査
と
比
較

す
る
と
、
井
戸
の
本
数
は
、
百
十
本
増
と
、

ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
井
戸
の
種
類
の
比
較
で
は
、

深
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
未
満
の
浅
井
戸
は
減

り
、
三
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
深
井
戸
が
、

全
体
の
六
六
・
四
％
を
占
め
る
ま
で
に
増

加
し
て
い
ま
す
（
表
１
）。

前
回
の
調
査
時
と
比
較
す
る
と
、
よ
り

能
力
の
高
い
大
き
な
ポ
ン
プ
が
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
二
十
一
年
の
間
に
、

多
く
の
人
が
、
短
時
間
で
よ
り
大
量
に
水

を
く
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
井
戸
に
切

り
換
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

;

表１ 使われている井戸の本数

項 目 今回の調査 昭和56年度調査 差

設 置 井 戸 本 数 19,554 19,444 110

深 井 戸 本 数
（深さ30<以上）

12,983
（66.4％）

3,452
（17.8％） 9,531

浅井戸
本 数
深さ
30<
未満

20<以上
30<未満

894
（4.6％） 15,992

（82.2％） =9,421
20<未満

5,677
（29.0％）

い
よ
い
よ
冬
本
番
。
市
内
の
主
要
な
道
路
で
は
、
消
雪
パ
イ
プ
の
点
検
も
終
わ

り
、
本
格
的
な
降
雪
期
に
向
け
て
準
備
完
了
で
す
。

消
雪
パ
イ
プ
は
、
長
岡
の
先
人
た
ち
が
、
独
創
的
な
発
想
で
地
下
水
を
雪
国
の

生
活
に
役
立
て
よ
う
と
発
明
し
、
全
国
の
豪
雪
地
帯
へ
普
及
し
て
い
っ
た
も
の
で

す
。で

も
、
地
下
水
の
量
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
地
下
水
の
利
用
方
法
は
今
の
ま

ま
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

今
月
は
、
大
切
な
資
源
、
地
下
水
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

グラフ１ 用途別井戸の割合

;

"#

出
し
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？
消
雪
パ
イ
プ
の
水

>
?
@
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B
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D
E
F
G
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効
利
用
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
や
規
制
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
有

施
設
が
使
用
す
る
地
下
水
を
こ
れ
以
上
増

や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
方
策
な
ど

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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�
�
�
�
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こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
市
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
協
働
で
市
内
全
域
の

地
下
水
の
節
水
を
徹
底
し
、
地
下
水
の
保

全
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ

ん
も
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
そ
の
た
め
に
、
よ
り
高
精
度

な
降
雪
検
知
器
開
発
の
た
め
の
支
援
や
、

市
民
が
行
う
節
水
対
策
に
対
す
る
補
助
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
節
水
を
徹
底
す
る
一
方
で
、
市

は
、
市
有
施
設
で
利
用
す
る
地
下
水
の
総

量
を
現
在
よ
り
も
増
や
さ
な
い
範
囲
内
で
、

通
学
路
の
歩
道
や
公
共
施
設
な
ど
で
必
要

と
認
め
ら
れ
る
所
に
限
り
、
今
ま
で
凍
結

し
て
き
た
新
規
消
雪
パ
イ
プ
の
敷
設
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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地
下
水
保
全
の
た
め
の
市
の
取
り
組
み

に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
意
見

は
、
環
境
政
策
課
�
24
・
０
５
２
８
、
Ｅ

メ
ー
ル������ ＠

���������������������

 !

へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
ご
ろ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

で
、
地
下
水
を
節
約
で
き
る
方
法

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
節
水
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

"
#
$
%
&
'
(バ

ル
ブ
の
開
閉
な

ど
で
散
水
量
を
調
節

で
き
る
消
雪
パ
イ
プ

を
使
用
し
て
い
る
場

合
は
、
降
雪
量
や
気

温
な
ど
の
天
気
情
報

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
こ

ま
め
に
散
水
量
を
調

節
し
て
く
だ
さ
い
。

)
*
+
,
-
.
/
*
0
1
2
%

3
4
5
%
6
7
8
&
9
(

散
水
用
の
ノ
ズ
ル
が
詰
ま
っ
て
い
る

と
部
分
的
に
散
水
量
が
多
く
な
り
、
均

一
な
消
雪
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
場
合
、
散
水
量
は
左

の
写
真
程
度
で
十
分
で
す
。

*
:
;
<
=
>
?
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消
雪
パ
イ
プ
を
利
用
し
て
消
雪
す
る

際
は
、
雪
か
き
と
併
用
す
る
と
地
下
水

を
無
駄
に
せ
ず
、
し
か
も
早
く
雪
を
消

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
雪
の
状
況
を
見
な
が
ら
雪
か
き
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

適
度
な
運
動
は
、
健
康
に
も
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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*
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自
動
降
雪
検
知
器
は
、
本
格
的
な
降

雪
期
前
に
動
作
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
長
時
間
の
降
雪
で
な
い
場
合

は
、
降
雪
検
知
器
を
使
用
せ
ず
、
雪
の

状
況
を
見
な
が
ら
手
動
で
消
雪
パ
イ
プ

を
稼
動
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
う
が
地
下
水
を
無
駄
に
せ
ず
、

効
率
よ
く
雪
を
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲四郎丸３丁目の融雪会「七五三会」の土田政男
さんは「雪が止んでも水が出ていることってあり
ますよね。そういう時、気がついた当番が、検知
器の動作を補助する意味で、手動で水を止めるこ
とがあります。地下水の節水はもちろん、みんな
で負担している電気料を節約することにもなりま
すからね」と話しています。
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そ
れ
で
は
、
節
度
あ
る
地
下
水
の
利
用

と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

現
在
使
わ
れ
て
い
る
消
雪
パ
イ
プ
の
散

水
状
況
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
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道
路
の
雪
を
消
す
た
め
に
必
要
な
散
水

量
は
、
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
、
毎
分

〇
・
三
リ
ッ
ト
ル
あ
れ
ば
よ
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
平
成
十
三
年
度
の
市
道
の
道

路
消
雪
水
の
散
水
状
況
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
を
上
回
る
〇
・
四
七
リ
ッ
ト
ル
の
散

水
を
行
っ
て
い
ま
し
た
（
表
２
）。
ま
た
、

民
間
の
駐
車
場
の
消
雪
パ
イ
プ
で
も
、
設

計
上
の
散
水
量
を
大
幅
に
上
回
る
量
を
散

水
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

市
も
民
間
も
消
雪
パ
イ
プ
の
水
を
出
し

過
ぎ
て
い
る
の
で
す
。

r
s
m
t
u
l
c
v
l
w
x
y
z
{

出
し
過
ぎ
で
、
ム
ダ
に
し
て
い
る
地
下

水
を
有
効
に
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
市
で
は
、

国
や
県
の
関
係
機
関
、
専
門
的
知
識
を
持

つ
大
学
や
企
業
、
商
工
団
体
関
係
者
な
ど

か
ら
な
る
長
岡
市
地
下
水
対
策
協
議
会
で
、

地
下
水
の
保
全
と
適
正
利
用
の
た
め
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
協
議
会
で
は
、
今
回
紹
介
し
た

地
下
水
揚
水
量
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
、

適
正
な
地
下
水
利
用
の
た
め
の
方
策
を
探

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
散
水
量
実
態
調
査
な
ど
を
実

施
し
、
そ
の
上
で
、
地
下
水
を
守
り
、
有

井 戸 数
（本）

散 水 量
（|/時間）

１平方メートルあたりの
散水量の平均

（}/分）

225 16,710 0.47

表２ 平成13年度の
市道の消雪水の散水状況
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▲市では、毎年、本格的な降雪時期までに市道の消雪に利用している井戸225本
の動作確認と、消雪パイプのノズルの点検および散水量のチェックを行ってい
ます。
その際、ノズルごとに散水量のチェックができるものについては、一本づつ

調整を行い、出し過ぎないように注意しています（消雪パイプの中には、設置
年が古いため調節ができないものもあります）。
（11月５日・山田町２で）
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�全国「みどりの愛護」のつどいにご臨席される皇太子さまと
雅子さま（４月27日）
つどいでは、式典で皇太子さまがお言葉を述べられ、ご夫妻
でキタコブシの木を記念植樹されました。

�特別展「米百
俵と小林虎三
郎―虎三郎と板
垣家の交流―」
内覧会で（７月
25日）
長岡で初展示
となる虎三郎自
筆の書簡や軸な
ど、多くの貴重
な史料が展示さ
れました。

�７月27日、市営スキー場に
オープンしたサマースキーゲ
レンデ
雪上スキーと同じ感覚で滑

走でき、初心者から上級者ま
で楽しめます。

▼「世界が先生－国際人育
成事業」（10月25日の川崎小
学校の授業で）
留学生が、自国の文化な
どを子どもたちに紹介しま
す。授業が楽しいと子ども
たちの評判も上々です。

�「米百俵まつり」の越後
長岡時代行列（10月５日）
長岡の秋を彩る新しい祭
りとして開催された米百俵
まつり。時代行列では、公
募で選ばれた市民らがふん
する長岡ゆかりの先人たち
が堂々と行進しました。
ほかにも、米百俵リレー
や新米でのもちつきなどが
行われ、会場の大手通りは
約５万人の人でにぎわいま
した。

�「戊辰・河井継之
助の旅」で訪れた只
見町の河井継之助記
念館で（11月９日）
ツアーでは、戊辰
戦争と河井継之助ゆ
かりの福島県会津若
松市と只見町を訪ね、
長岡藩士殉節の碑や
鶴ケ城などを見学し
ました。

・
生
涯
学
習
相
談
室
を
開
設

５
日
・
長
岡
市
千
秋
が
原
南
側
導
入
施
設
検
討
委
員
会
設
置

８
日
・
馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
保
存
整
備
専
門
委
員
会
を
設

置

23
日
・
山
下
清
展
（
８
月
７
日
ま
で
）

26
日
・
特
別
展
「
米
百
俵
と
小
林
虎
三
郎
―
虎
三
郎
と
板
垣

家
の
交
流
―
」（
９
月
16
日
ま
で
）

27
日
・
市
営
ス
キ
ー
場
サ
マ
ー
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
オ
ー
プ
ン

�
�

１
日
・
非
核
平
和
都
市
宣
言
市
民
の
集
い

・
長
岡
ま
つ
り
（
２
日
・
３
日
も
）

４
日
・
第
３
回
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
長
岡
歴
史
会
談

５
日
・
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
稼
動

23
日
・
信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議
会
（
縄
文
サ
ミ
ッ
ト
）

を
設
立

25
日
・
長
岡
市
地
震
総
合
防
災
訓
練

30
日
・
長
岡
市
緑
の
基
本
計
画
を
策
定

�
�

１
日
・
ご
み
有
料
化
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

10
日
・
市
議
会
９
月
定
例
会
（
25
日
ま
で
）

27
日
・
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
２
（
28
日
も
）

29
日
・
な
が
お
か
ポ
ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

��
�

５
日
・
米
百
俵
ま
つ
り

６
日
・
姉
妹
都
市
締
結
15
周
年
を
記
念
し
、
長
岡
市
公
式
訪

問
団
が
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
へ
（
13
日
ま
で
）

12
日
・
水
島
爾
保
布
展
（
27
日
ま
で
）

17
日
・
千
秋
が
原
南
側
部
分
の
土
地
利
用
計
画
変
更
協
議
で

計
画
の
一
部
変
更
な
ど
を
開
発
者
に
要
請

22
日
・
世
界
が
先
生
―
国
際
人
育
成
事
業
ス
タ
ー
ト

25
日
・
長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研
究
会
（
最
終
回
）

26
日
・
広
域
観
光
ツ
ア
ー
「
戊
辰
・
河
井
継
之
助
の
旅
」

（
11
月
９
日
も
）

��
�

１
日
・
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
に
障
害
者
プ
ラ
ザ
開
設

・
秋
ま
つ
り
（
７
日
ま
で
）

３
日
・
長
岡
市
表
彰
式

27
日
・
長
岡
操
車
場
地
区
の
整
備
計
画
策
定
で
、
長
岡
シ
ビ

ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
計
画
策
定
協
議
会
を
設
置

�	
�

１
日
・
長
岡
市
み
し
ま
体
育
館
オ
ー
プ
ン

10
日
・
市
議
会
12
月
定
例
会
（
20
日
ま
で
）

22
日
・
ま
ち
な
か
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
オ
ー
プ
ン

�
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４
日
・
新
年
賀
詞
交
換
会
で
森
市
長
が
合
併
で
人
口
30
万
人

の
中
核
市
を
目
指
す
こ
と
を
表
明

６
日
・
消
防
出
初
式

°
�

16
日
・
長
岡
雪
し
か
祭
り
（
17
日
も
）

21
日
・
市
議
会
２
月
臨
時
会

28
日
・
長
岡
市
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
開
所
式

±
�

５
日
・
市
議
会
３
月
定
例
会
（
26
日
ま
で
）

18
日
・
災
害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の
緊
急
受
入
れ
に
関
す

る
協
定
締
結
式

27
日
・
三
尺
玉
打
ち
上
げ
筒
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・
総
合
観
光
案

内
看
板
が
完
成

28
日
・
長
岡
市
都
市
雨
水
対
策
計
画
ま
と
ま
る

29
日
・
第
二
次
長
岡
市
行
財
政
改
善
推
進
計
画
を
策
定

31
日
・
市
営
霊
き
ゅ
う
車
を
廃
止

²
�

１
日
・
長
岡
市
都
市
景
観
条
例
を
施
行

・
公
設
青
果
地
方
卸
売
市
場
を
民
営
化

・
市
町
村
合
併
推
進
室
を
新
設

６
日
・
悠
久
山
桜
ま
つ
り
（
30
日
ま
で
）

20
日
・
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
10
周
年
記
念
市
民
プ
ラ
ン
タ
ー

づ
く
り

27
日
・
国
営
越
後
丘
陵
公
園
で
全
国
「
み
ど
り
の
愛
護
」
の

つ
ど
い
開
催
。
皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
が
ご
臨
席

³
�

３
日
・
成
人
式

10
日
・
全
国
首
長
連
携
交
流
会
（
12
日
ま
で
）

22
日
・
市
町
村
合
併
研
究
会
の
分
科
会
で
の
検
討
は
じ
ま
る

25
日
・
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
２
０
０
２
（
26
日
も
）

28
日
・
長
岡
市
交
通
安
全
協
議
会
を
設
立

29
日
・
長
岡
市
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
会
議
を
設
置

´
�

15
日
・
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い

18
日
・
市
議
会
６
月
定
例
会
（
28
日
ま
で
）

20
日
・
長
岡
大
花
火
の
ネ
ク
タ
イ
発
売

26
日
・
馬
高
遺
跡
出
土
品
が
国
の
重
要
文
化
財
に
追
加
指
定

28
日
・
ｅ

ネ̂
ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が
お
か
「
超
高
速
ア
ク
セ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
実
証
実
験
事
業
」
覚
書
締
結
式

µ
�

１
日
・
福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム
が
稼
動

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
開
設

▲新設された長岡市防災ヘリポートでの救
急患者移送訓練（２月28日）
災害時などにこのヘリポートを使い、救

急患者や物資の搬送を行います。

▲花いっぱいフェア10周年記念市民プランターづ
くりで（４月20日）
プランターの花は秋まで長岡駅を彩りました。

�三尺玉打ち上げ筒
モニュメントと総合
観光案内看板（上）
大正15年から三尺

玉の打ち上げに使わ
れてきた筒を長岡花
火の歴史遺産として
残そうと、長岡駅前
にモニュメントとし
て設置しました。

�長岡大花火のネクタイ
おみやげデザインコンペ

ティションの最優秀作品を
製品化し、発売しました。
長岡の新しいおみやげ品と
して利用されています。

２００２
市政日誌



を
務
め
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
12
月
14
日
�
午
前
10
時
50
分

〜
正
午

会
場
�
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
水
道
町
３
）

□�
長
岡
要
約
筆

記
サ
ー
ク
ル
10
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
・
田
所
さ
ん
�
・
�
32
・
５

２
２
８

�
�
�
�
�
�
�
	�

a
b
c
�
�
�

d
e
f
�

e
�

☆
映
画
鑑
賞
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

上
映
作
品
�
「
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ

皇
帝
」（
�70
年
、
寺
山
修
司
監
督
作
品
）

日
時
�
12
月
14
日
�
午
後
１
時
か
ら

会
場
�
講
堂

定
員
�
１
８
０
人

�
�
�
�
�
�
�
	�
��
b
�
�
�
�

d
e
f
�

e
�

☆
館
長
講
座

「
歴
史
と
現
代
」（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
12
月
14
日
�
午
後
２
時
〜
４

時

会
場
�
講
堂

☆
体
験
コ
ー
ナ
ー

「
年
賀
状
を
作
ろ
う
」

切
り
絵
な
ど
を
使
っ
て
、
年
賀
状

に
模
様
を
描
き
ま
す
（
入
館
料
が
必

要
）。

期
日
�
12
月
23
日
祝�
ま
で

時
間
�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

�
�
�
�
�
�
�
�
 
!
"
#
f
$

%
&
'
(
)
*
+
,
-
.
/
0
1

'
23
4
5
6

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
12
月
14
日
�
午
後
２
時
〜
３

時

会
場
�
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ

ー
３
０
１
会
議
室

講
師
�
日
本
ブ

ラ
ジ
ル
交
流
協
会
・
渡
辺
満
さ
ん

□�
つ
な
が
り
ネ
ッ
ト
・
佐
川
通
さ
ん

�
・
�
82
・
４
６
８
０

��

7
8
9
:
;
<
=
>
?
@
A
B
C

�
DE
F
G
H
I
J

時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
平
日
・
土
曜
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
日
曜
・
祝
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。

金
額
の
記
載
が
な
い
催
し
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
１
階
）

最
終
日
の
展
示
は
、
①
は
正

午
ま
で
、
②
〜
④
は
午
後
３
時

ま
で
。

K
L
M
N
O
P
f
Q
R
S
�

T
U
V

山
古
志
村
出
身
で
世
界
理
容

美
容
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
た

田
中
ト
シ
オ
さ
ん
制
作
の
原
画

（
画
文
集
）
を
展
示
し
ま
す
。

期
日
�
12
月
16
日
�
ま
で

W
X
Y
Z
[
\
]
^
_
`
g

h
i
j
k
'
l
m
n
S

期
間
�
12
月
11
日
�
〜
16
日
�

o
p
q
r
l
S
s
�

期
間
�
12
月
18
日
�
〜
23
日
祝�

t
u
v
w
x
y
z
#
S

期
間
�
12
月
18
日
�
〜
23
日
祝�

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

�
39
・
２
７
１
４

K
{
|
h
}
h
b

~
�
�
�
`
�
y
`
�
�
`

地
球
広
場
で
歌
っ
て
踊
っ
て
、

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？
で
き
れ
ば
仮
装
を

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
12
月
14
日
�
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場
�
地

球
広
場

内
容
�
ゲ
ー
ム
、
ハ

ン
ド
ベ
ル
、

世
界
の
ク
リ

ス
マ
ス
ソ
ン

グ
な
ど

参

加
料
�
無
料

飾
り
付
け
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
人
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

12
月
９
日
�
か
ら
毎
日
夕
方
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
直
接
地
球

広
場
へ
ど
う
ぞ
。

W
�
�
�
�
�
}
!
�
�

�
�
�
�
\
�
�

姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

市
の
文
化
や
歴
史
を
肌
で
感
じ

て
み
ま
せ
ん
か
？

期
日
�
２
月
20
日
�
〜
25
日
	

（
大
会
は
22
日
�
）

種
目
�

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
10
㎞
、
5
㎞

参
加
料
�
12
万
円
程
度

申
し

込
み
�
１
月
15
日
�
ま
で

ち
び
っ
こ
広
場（
４
階
）

�
39
・
２
７
７
５

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
、
利
用

を
一
部
制
限
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

K
�
�
�
�
{
|
h
}
h

ス
テ
キ
な
ゲ
ス
ト
と
パ
ー
テ

ィ
ー
を
楽
し
も
う
！

日
時
�
12
月
21
日
�
午
前
11
時

か
ら

会
場
�
地
下
イ
ベ
ン
ト

広
場

申
し
込
み
�
12
月
14
日

�
ま
で

W
�
�
�
�
�
^
�

親
子
で
簡
単
な
手
遊
び
や
体

操
を
し
ま
す
。

日
時
�
12
月
11
日
�
・
18
日
�

午
前
11
時
か
ら
（
15
分
程
度
）

o
�
�
�
�

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど

に
つ
い
て
、
相
談
員
と
一
緒
に

考
え
ま
す
。

時
間
�
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分

ち
び
っ
こ
広
場
で
は
、
保
育

士
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
@
��
�
�
�
�

�
�
 
¡
¢
£
¤
�

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
打
ち
合

わ
せ
な
ど
の
活
動
場
所
と
し
て
、

ち
び
っ
こ
広
場
に
設
置
し
ま
す
。

定
員
�
20
人
程
度

利
用
開
始

日
�
12
月
15
日


申
し
込
み

�
12
月
10
日
	
か
ら

そ
の
他
の
催
し

K
¥
¦
§
¨
�
©
ª
«
¬
.


f
®
|
`
�
�
�
®
�

`
æ
f
S
s

期
日
�
12
月
５
日
�
〜
25
日
�

会
場
�
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

W
X
Y
Z
[
\
�
�
¯
`
°
`

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

時
間
�
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所
�
１
階
障
害
者
プ
ラ
ザ

問
い
合
わ
せ
�
長
岡
市
障
害
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
�
47
・
２

２
０
８
、
�
47
・
２
２
０
６

12
／
18
±

１
／
８
±

12
／
11
±

25
±

相
談
日

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

長
岡
市
障
害
者
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

相
談
員

19
²

期
日

母
子
の
健
康
と

子
育
て 内

容

母
子
保
健

推
進
員

担
当

12/12
²
幼
児
期
の
食
事

栄
養
士 ▲ちびっこタイムで

（11月20日）

12月22日
、ながおか市民センター５階に
³´µ7:¶·¸¹º»¼�½8

¾º¿>C´À
日本初！立体映像と音で花火を体感できます。
コンピューターを使って、自分だけの花火も打ち
上げられます。
開館時間＝午前10時～午後５時 入場料＝無料

問い合わせ 企画課�39・2204 ▲メインキャラクター
ナッちゃん

Á
Â
Ã
�
Ä
Å
0
1
'

日
時
�
12
月
18

日
�
・
19
日
�

午
前
10
時
〜
午

後
１
時

会
場

�
ふ
る
さ
と
体

験
農
業
セ
ン
タ

ー

定
員
�
各

20
人

参
加
料
�
３
０
０
円

申
し
込
み
�
12
月
10
日
	
午
前

９
時
か
ら

Á
¥
¦
)
Æ
Ç
$
'

長
岡
技
術
科
学
大
学
の
留
学

生
が
歌
や
踊
り
、
料
理
な
ど
を

通
し
て
世
界
の
文
化
を
紹
介
し

ま
す
。

日
時
�
12
月
15
日


午
後
４
時

〜
９
時

会
場
�
厚
生
会
館
大

ホ
ー
ル

Á
Ç
�
f
È
ª
É
Ê
�
Ë
Ì

Í
�
Î
#
Y
Ï
Y
Ð
�
Ë

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
に
登

録
さ
れ
て
い
る
「
ま
ち
の
先
生
」

が
講
師
の
講
座
で
す
。

ダ
ン
ベ
ル
体
操
を
冬
場
の
運

動
不
足
の
解
消
や
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
�
１
月
23
日
�
午
後
７
時

〜
８
時
30
分

会
場
�
中
央
公

民
館

講
師
�
橘
綾
子
さ
ん

参
加
料
�
無
料

定
員
�
30
人

申
し
込
み
�
12
月
10
日
	
か
ら

ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
「
ま

ち
の
先
生
」
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
生
涯
学
習
相

談
室
�
38
・
６
５
５
２
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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日
時
�
1
月
18
日
�
午
後
２
時

〜
４
時

講
師
�
放
送
大
学
大

学
院
教
授
・
橘
玲
子
さ
ん

会

場
�
中
央
図
書
館
講
堂

定
員

�
１
９
０
人

参
加
料
�
無
料

申
し
込
み
�
12
月
10
日
	
か
ら

新
年
賀
詞
交
換
会

日
時
�
１
月
６
日
�

午
前
11
時
30
分
か
ら

会
場
�
厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル

会
費
�
５
０
０
円

申
し
込
み
�
12
月
13
日
�
ま
で

に
会
費
を
添
え
て
秘
書
広
報
課

秘
書
係
�
39
・
２
２
０
０
ま
た

は
長
岡
商
工
会
議
所
１
階
受
付

�
32
・
４
５
０
０
へ

ミ
ニ
情
報
欄
に
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を

「
催
し
」「
健
康
」「
募
集
」「
く
ら

し
」
の
項
目
に
分
け
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
掲
載
希

望
月
の
前
月
５
日
（
土
・
日
・
祝
日

の
場
合
は
そ
の
前
日
）
ま
で
に
原
稿

を
〒
９
４
０
｜
８
５
０
１
長
岡
市
役

所
秘
書
広
報
課
広
報
係
へ
郵
送
、
持

参
、
�
39
・
２
２
７
２
、
Ｅ
メ
ー
ル

àá
âãä
åç ＠
èàéêëá

ì
í
ì
îï
ì
ëá
ààí
ì
éì
ë

ðä

の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□�
秘
書
広
報
課
�
39
・
２
２
０
２

�
æ
^
ñ
ò
�
ó
ô
õ
m
n

日
時
�
12
月
13
日
〜
２
月
28
日
の
毎

週
金
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分
（
12

月
27
日
、
１
月
３
日
を
除
く
計
10
回
）

会
場
�
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
�
中
学
生
以
上
の
初
心
者

講

師
�
長
岡
日
独
協
会
会
員
・
倉
持
有

香
子
さ
ん

参
加
料
�
３
、０
０
０
円

（
資
料
代
含
む
）

□ö
田
村
靖
子
さ

ん
�
34
・
２
８
２
０

�
÷
R
�
ø
f
ù
2
ú
÷
�
3
4
5
6

ひ
き
こ
も
り
の
若
者
の
自
立
へ
の

目
覚
め
を
描
く
話
題
作
で
す
。
直
接

会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
12
月
14
日
�
①
午
前
10
時
〜

午
後
０
時
30
分
②
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

会
場
�
中
央
図
書
館
講
堂

□�
長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
地
域

保
健
課
�
33
・
４
９
３
１

�
�
�
�

�
û
ü
ý
�
þ
ÿ
ff
�
�
23
4
5
6

稲
川
明
雄
中
央
図
書
館
長
が
講
師
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▲手軽に取り組め、健康づくりに
最適です（講師の橘綾子さん）

▲昨年の青少年芸能フェスタで

s

t

uvwxyz{	?|}~�
伝統芸能、合唱、器楽など、それぞれの活動の場で日ごろから練習

に励む青少年たちの晴れ舞台です。直接会場へどうぞ。
日時＝12月15日
午後１時～３時40分 会場＝市立劇場大ホール
【第１部…午後１時10分から】
内容＝①大荒戸神楽舞保存会…花舞ほか②長岡の人材教育・器楽Ｆ群

（青葉台・関原・宮本・日越小）…出逢いの時にほか③大積芸
能保存会…大積あめや踊り④長岡少年少女合唱団…リーダーに
つづけほか

【第２部…午後２時25分から】
内容＝①親沢町手踊り保存会…御子爺ほ

か②長岡の人材教育・合唱Ｇ群
（上川西・才津・大島・深沢・福
戸・希望が丘小）…ハーモニーの
輪ほか③長岡の人材教育・器楽Ｄ
群（才津・希望が丘・深沢・上川
西小）…手のひらを太陽にほか④
全員合唱…ビリーブほか

問い合わせ 青少年育成課�32・0581



直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。
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日
時
�
12
月
17
日
�
午
後
２
時

〜
３
時
45
分

内
容
�
「
メ
リ

ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」（
	34
年
ア
メ
リ

カ
）

会
場
�
中
央
図
書
館
講

堂

定
員
�
１
９
０
人



a
b
c
d
e
f
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日
時
�
12
月
11
日
�
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場
�
中
央
図

書
館
講
座
室
１

内
容
�
ジ
ェ

リ
ー
・
ス
ピ
ネ
ッ
リ
「
ス
タ
ー

ガ
ー
ル
」
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日
時
�
12
月
21
日
�
午
後
２
時

〜
３
時

会
場
�
中
央
図
書
館

講
堂

内
容
�
絵
本
の
朗
読
と

弦
楽
合
奏
に
よ
る
演
奏
会

�
�
a
�
�
d
�
b
�

期
日
�
①
土
曜
日
コ
ー
ス
…
１

月
18
日
、
２
月
８
日
②
日
曜
日

コ
ー
ス
…
１
月
19
日
、
２
月
９

日

時
間
�
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

対
象
�
小
学
３
年

生
以
上
ま
た
は
そ
の
親
子

定

員
�
各
15
人

材
料
費
�
粘
土

１
㎏
４
０
０
円

会
場
�
青
少

年
文
化
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み

�
12
月
22
日
�
ま
で
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日
時
�
１
月
19
日
〜
２
月
16
日

の
毎
週
日
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
（
計
５
回
）

対
象
�

小
・
中
学
生

定
員
�
20
人

会
場
�
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
�
12
月
22
日
�
ま
で


$
%
&
d
'
(
�
�
�
�

英
語
の
わ
ら
べ
歌
や
遊
び
歌
、

外
国
の
行
事
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
友

だ
ち
づ
く
り
も
し
ま
す
。

日
時
�
１
月
26
日
�
、
２
月
23

日
�
午
前
10
時
〜
11
時

対
象

�
小
学
生
ま
た
は
親
子

定
員

�
20
組

会
場
�
青
少
年
文
化

セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
�
１
月

19
日
�
ま
で

)
*
+
,
-
�
.
/

a
b
c
0
1
2
�
�
3
4

高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

期
日
�
12
月
21
日
�
〜
１
月
12

日
�
（
休
館
日
を
除
く
）

時

間
�
午
前
11
時
、
午
後
１
時
30

分
、
３
時
20
分

番
組
�
冬
の

星
座
と
太
陽
系
の
仲
間
た
ち

（
45
分
）

5
6
7
8
9
�
:
�
;
<
�

こ
の
大
会
は
、
各
小
学
校
区

を
単
位
と
し
て
チ
ー
ム
編
成
を

し
ま
す
（
学
生
は
除
く
。
イ
ン

デ
ィ
ア
カ
は
女
性
の
み
）。

詳
し
く
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
と
地
区
公
民
館
に
あ
る

要
項
で
、
ま
た
は
各
地
区
の
体

育
指
導
委
員
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
�
１
月
17
日
�
ま
で

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

地
区
公
民
館
経
由
で
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ

時
30
分

会
場
�
教
育
セ
ン
タ
ー

（
三
和
２
）

定
員
�
20
人

□=
12

月
12
日
�
〜
18
日
�
に
教
育
セ
ン
タ

ー
内
長
岡
地
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
協
議
会
�
33
・
２
０
２
２
へ
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外
国
人
と
の
ゲ
ー
ム
な
ど
で
異
文

化
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
�
12
月
17
日
�
午
後
７
時
か
ら

会
場
�
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

□C
英
会
話
サ
ー
ク
ル
Ｅ
・
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

・
畠
山
さ
ん
�
36
・
７
７
３
６

>
D
E
F
G
H
I
J
K

L
M
f
N
O
P
G
H
I

日
時
�
12
月
22
日
�
午
前
10
時
〜
正

午

会
場
�
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

講

師
�
21
世
紀
母
親
研
究
所
代
表
・
坂

本
州
子
さ
ん

参
加
料
�
２
、０
０
０

円
（
当
日
に
。
午
後
１
時
〜
４
時
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
講
座
に

も
参
加
の
場
合
は
４
、５
０
０
円
）

定
員
�
50
人

□C
五
十
嵐
淳
至
さ
ん

�
63
・
４
２
６
６
（
午
後
７
時
30
分

〜
９
時
30
分
）

>
$
b
c
Q
R
S
I
T

U
V
W
X
Y
P
Z
[
\
W
]
�
�

Q
%
S
I
d
^
_
%
�
`
g
h

星
座
早
見
盤
や
ガ
リ
レ
オ
望
遠
鏡
、

液
体
電
池
の
工
作
な
ど
を
通
し
て
、

科
学
や
星
空
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時
�
１
月
16
日
�
、
２
月
20
日
�
、

３
月
20
日
�
、
４
月
17
日
�
の
午
後

７
時
30
分
〜
９
時

会
場
�
中
央
公

民
館
工
作
室

対
象
�
小
学
３
年
生

以
上
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
�
30
人

参
加
料
�
２
、０
０
０

円
（
材
料
費
）

□=
１
月
７
日
�
ま

で
に
星
空
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・
太
田
さ

ん
�
32
・
１
５
０
８
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▲親子焼物のつどいで
（11月17日）

大
縄
跳
び

綱
引
き

ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

卓
球

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
女
混
合

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

イ
ン
デ
ィ
ア
カ

種

目

３/９� ３/２� ２/８� 期日
市
民
体
育
館

市
内
学
校
体
育
館

南
部
体
育
館

市
民
体
育
館

北
部
体
育
館
ほ
か

市
民
体
育
館

会

場
▲大会に向け、練習にも熱が入
ります！（11月15日・千手地区
のソフトバレーボールチーム）

�
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£
¤
¥
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越
後
丘
陵
公
園
は
12
月
１
日

�
〜
１
月
１
日
祝	
、
冬
季
園
内

整
備
の
た
め
休
園
し
、
１
月
２

日
�
か
ら
冬
季
営
業
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

ホ
ワ
イ
ト
シ
ー
ズ
ン
の
営
業

越
後
丘
陵
公
園
が
雪
遊
び
王

国
に
変
身
！
安
心
快
適
な
ゲ
レ

ン
デ
や
雪
遊
び
広
場
で
、
家
族

そ
ろ
っ
て
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
ま
す
。

冬
季
開
園
期
間
�
１
月
２
日
�

〜
３
月
９
日
�
開
園
時
間
�

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分

休
園
日
�
月
曜
日
（
休
日

の
場
合
は
翌
日
）

料
金
�
入

園
料
・
駐
車
料
・
ロ
ー
プ
リ
フ

ト
使
用
料
と
も
無
料

※
ロ
ー
プ
リ
フ
ト
は
積
雪
状
況

に
よ
り
土
・
日
・
祝
日
の
み
営

業
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
越
後
公
園
管
理

セ
ン
タ
ー
�
47
・
８
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０
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車
い
す
使
用
者
と
一
緒
に
ダ
ン
ス

を
踊
っ
た
り
、
指
導
し
た
り
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
で
す
。
受

講
す
る
と
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
（
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
経
験
は
不
問
）。

日
時
�
12
月
14
日
�
午
後
５
時
30
分

〜
９
時
30
分

会
場
�
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

定
員
�
30
人

受
講
料
�
３
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）

持
ち
物
�
内
履
き
靴

□=
車
椅
子
社
交
ダ
ン
ス
普
及
会
・
黒

木
さ
ん
�
０
９
０
・
８
９
０
０
・
９

４
９
２

>
¶
·
�
�
�
�
�
¸
¹
�
º
»
�

�
�
�
�
�

ス
テ
ィ
ー
ビ
ー
・
ワ
ン
ダ
ー
、
ダ

イ
ア
ナ
・
ロ
ス
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
・

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
等
、
世
界
の
ト
ッ
プ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

世
界
最
高
峰
の
サ
ッ
ク
ス
奏
者
、
ロ

ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
る
ゴ
ス
ペ
ル
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

で
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

入
場
料
の
一
部
は
長
岡
市
社
会
福

祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
す
。

日
時
�
12
月
14
日
�
午
後
６
時
30
分

か
ら

会
場
�
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

シ
ア
タ
ー

入
場
料
�
中
学
生
以
上

１
、２
０
０
円
、
小
学
生
５
０
０
円

□C
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
�
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日
時
�
12
月
19
日
�
午
後
２
時
〜
４

ÃÄÅÆ£ÇÈÉ£ÊËÌÍËÎÏÐË
ÑÒÓÔÕÖ×ØÙÕÚÛÜÈÝÞß
àÕáâãâäåÝ

çèéêë 
ì�íîïðíñòóq£ñ£ñ�pðôññqq

iõ

ö=
÷
ø
ù
ú

öC
û
ü
ý
þ
ÿ

ff

�

●第九２００２
公募した市民のオーケストラと合唱団が、長岡の年末

を彩ります。
日時＝12月８日�午後４時から 会場＝市立劇場 料金＝
全席自由一般2,000円、学生1,500円

●リリックホール・コーラスフェスティバル
地元のアマチュアコーラスグループが一堂に会し、日

ごろの練習の成果を披露します。
日時＝12月15日�午後２時から 会場＝リリックホール
・コンサートホール 入場料＝無料（要整理券）

●ジュニア・リリック・コンサート２００２
音楽を勉強している子どもたちが、美しいメロディー

をお届けします。
日時＝12月22日�午後１時30分から 会場＝リリックホ
ール・コンサートホール 入場料＝無料（要整理券）

●リリック舞台技術体験ワークショップ
内容と期日＝①舞台照明編…１月18日�・25日�、２月
９日�・15日�②舞台音響編…２月22日�、３月１日�
・８日�・９日�（各計４回） 時間＝午後１時～５時
対象＝高校生以上 参加料＝各1,450円（保険料含む）

●リリック俳優体験ワークショップ
期日＝1月25日�・26日�、２月１日�・２日�・８日�
・９日�・15日�・16日�（計８回） 時間＝土曜日…
午後６時30分～９時30分、日曜日…午後１時～４時 対
象＝高校生以上 講師＝文学座所属演出家・松本祐子さ
ん 参加料＝3,450円（保険料含む）

＜緊急決定！好評発売中＞
●辰巳�郎ひとり芝居「乗りおくれた 夜明けに」
日時＝２月20日�午後６時30分から 会場＝リリックホ
ール・シアター 料金＝全席指定3,000円

～平成14年度下期市民芸術文化活動助成事業が決定～
財団では、地域に根ざした市民のみなさんの自主的な

文化活動を応援するため、活動経費の一部を助成する市
民芸術文化活動助成事業を実施しています。審査の結果、
平成14年度下期は次の７事業が対象に選ばれました。

�çèé����������	 �qìr

ñð

abcdef������ÚÛÜÈ
耳が不自由な人から、市立劇場やリリックホールで

音楽や演劇、舞踊などを楽しんでいただけるよう、ホ
ール用の補聴装置を設置しました。
この装置では、専用のヘッドホンを使用する方法と

お手持ちの補聴器に磁気誘導信号を送る方法の２通り
の使い方ができます。

利用方法
①公演の２週間前までに、会場となる施設（リリック
ホールまたは市立劇場）へ申し込んでください。主催
者を通じて出演者等と調整のうえ、利用の可否を連絡
します。
②公演日当日、開演時間の10分前までに会場施設の事
務室へおいでください。受信機をお渡しし、使用方法
を説明します。
③公演終了後、事務室へ受信機をお返しください。

赤外線補聴システムは、送信機１台、受信機５台で、
同一の会場内で同時に５人まで使用できます。なお、
座席の位置によっては使用できない場合があります。
また、装置はリリックホールと市立劇場の両会場で

共用します。先着順に使用会場を決定しますので、お
早めにお申し込みください。
問い合わせ・申し込み＝リリックホール�29・7711、�
29・7722、または市立劇場�33・2211、�33・2254へ

平成14年度下期市民芸術文化活動助成事業
催 し 主 催 団 体

長岡市美術協会洋画部会員展 長岡市美術協会洋画部

伊藤敏博チャリティーコンサート 伊藤敏博チャリティーコンサート
実行委員会

近藤邦雄長岡展 近藤邦雄遺作展実行委員会
楽器の動物園ウヰンドバンド長岡
演奏会 楽器の動物園ウヰンドバンド長岡

障がい者のためのアート・フォーラム・
イン長岡（仮題）「新潟の夢・アート展」

障がい者アート・ネットワーク・
ニイガタ

ギターフェスティバル 長岡ギター愛好会
楽しい室内楽コンサート 長岡室内楽を聴く会
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東
蔵
王
２
の
２
の
72

教室名 親子ふれあいコース

対 象 平成11年４月２日～平成12年４月１日に生まれた
子どもとその保護者

定 員 ５ 組

期 間 １月23日～３月27日 毎週木曜日

時 間 10：30～11：30

内 容
親と子のスキンシップ。走る、眺ぶ、投げるなど
の発達段階に応じた基礎運動。ボールやマットを
使った運動。リズム体操など

参加料 5,000円（体育館使用料込み）

申し込み 12月17日�午前９時から電話で北部体育館�24・6116へ

	

�

�

�

�

曲
新
町
５
６
４
の
３

教室名 婦人スポーツクラブ

対 象 女 性

定 員 25 人

期 間 １月13日～３月17日
毎週月曜日

時 間 10：00～11：30

内 容
・各種スポーツ
・ゲーム
・エアロビックな運動

参加料 4,000円（体育館使用料込み）

申し込み 12月17日�午前９時から電話で南部体育館�39・3600へ

マスターズスポーツクラブ エアロビックダンスクラブ
親子体操教室

おおむね55歳以上の男女 どなたでも 平成11年４月２日～平成12年４月１日に生まれた子どもとその保護者

20 人 15 人 15 組 20 組

１月８日～３月19日
毎週水曜日

１月10日～３月14日
毎週金曜日

１月14日～３月18日
毎週火曜日

１月９日～３月13日
毎週木曜日

13：30～15：00 10：00～11：00 10：30～11：30
・各種体操
・各種スポーツ、ゲーム
（ミニテニス、ソフトバレーボール）

・エアロビックダンス
・ストレッチ体操

・親子のスキンシップ体操
・リズム体操 ・各種ゲーム

5,000円（体育館使用料込み）

12月17日�午前９時から電話で南部体育館�39・3600へ

火曜日コース 木曜日コース




a

�

�

�

学
校
町
１
の
２
の
１

教室名

スポーツクラブ

マスターズ

月曜コース

対 象 おおむね55歳
以上の男女

定 員 10人

期 間
１月６日～
３月24日
毎週月曜日

時 間 13：30～15：00

参加料 4,000円（体育館使用料込み）

申し込み 12月24日�午前９時から電話で市民体育館�34・2700へ

内 容

・各種体操
・各種軽スポーツ、ゲーム
（ソフトバレーボール、卓球、
バドミントン、ミニテニス）

親子体育教室 幼年体育教室

レディース め ば え ひ よ こ つ ば さ

木曜コース 火曜コース 金曜コース 火曜日コース 水曜日コース 金曜日コース 火曜日コース 木曜日コース 金曜日コース 水曜日コース 木曜日コース

女 性
平成11年４月２日～平成12年
４月１日に生まれた子どもと
その保護者

平成８年４月２日～平成11年
４月１日に生まれた子どもと
その保護者

小学校１～３年生

10人 ５人 30人 10組 ５組 15人
１月９日～
３月20日
毎週木曜日

１月14日～
３月25日
毎週火曜日

１月10日～
３月14日
毎週金曜日

１月７日～
３月18日
毎週火曜日

１月８日～
３月12日
毎週水曜日

１月10日～
３月14日
毎週金曜日

１月７日～
３月18日
毎週火曜日

１月９日～
３月13日
毎週木曜日

１月10日～
３月14日
毎週金曜日

１月８日～
３月12日
毎週水曜日

１月９日～
３月20日
毎週木曜日

10：00～11：30 13：30～14：30 10：30～11：30 16：00～17：00 16：00～17：00

親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げるなどの発達
段階に応じた基礎運動。ボールやマットを使った運動。
リズム体操など

・器具を使った基礎運動
・集団遊び
・各種スポーツ、ゲーム

5,000円（体育館使用料込み） 4,000円
（体育館使用料込み）

12月17日�午前９時から電話で市民体育館�34・2700へ

５組 ５組 ５組 ５組 15人

b

c

d

�

大
手
通
１
の
４
の
10

教室名

※厚生会館には駐車場はありません。

若返りスポーツクラブ 青年スポーツクラブ 婦人スポーツクラブ 市民スポーツクラブ

対 象 おおむね55歳
以上の男女 青年男女 女 性 一般男女

定 員 10 人 60 人 20 人 30 人

期 間 １月８日～３月26日
毎週水曜日

１月９日～３月27日
毎週木曜日

時 間 13：30～
15：15

19：00～
21：00

10：00～
12：00

18：30～
20：30

内 容
～体力づくりと仲間づくり、楽しみながらの健康づくり～
各種軽スポーツ、ゲーム（ソフトバレーボール、ミニテニス、
バドミントン、卓球など）、ストレッチ体操

参加料 4,000円（体育館使用料込み）

申し込み 12月９日e午前９時から電話で市民体育館�34・2700へ

f���������
・参加料 ・内履き靴
・顔写真１枚（縦５㎝×横４㎝、裏に氏名を記入）
※大会などのため、日程を変更する場合があります。
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▲縄とびくぐり（11月19日、親子体育教室めばえで）
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体
力
・
健
康
づ
く
り
や
４
泳

法
の
基
礎
的
な
技
術
を
指
導
し

ま
す
。

コ
ー
ス
と
日
時
�
①
水
曜
コ
ー

ス
…
１
月
15
日
〜
３
月
19
日
の

毎
週
水
曜
日
午
後
３
時
〜
４
時

（
計
10
回
）
②
土
曜
コ
ー
ス
…

１
月
11
日
〜
３
月
22
日
の
毎
週

土
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

（
２
月
22
日
を
除
く
計
10
回
）

対
象
�
①
一
般
（
初
心
者
と
中

級
者
）
②
一
般
（
初
心
者
）

会
場
�
悠
久
山
屋
内
温
水
プ
ー

ル

定
員
�
各
10
人

参
加
料

�
５
、０
０
０
円

申
し
込
み
�

12
月
27
日
�
ま
で
に
悠
久
山
プ

ー
ル
�
35
・
６
３
６
８
へ

6
7
8
9
:
;
<
=
>
?

期
日
�
１
月
26
日
�
会
場
�

東
北
中
学
校

種
目
�
小
学
生

５
年
・
６
年
の
部
、
中
学
生
男

子
・
女
子
の
部
、
高
校
生
男
子

・
女
子
の
部

参
加
料
�
１
チ

ー
ム
３
、０
０
０
円
、
個
人
戦
の

み
の
参
加
は
１
人
３
０
０
円
（
当

日
に
）

申
し
込
み
�
各
体
育

館
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
１
月
10
日

�
ま
で
に
〒
９
５
５
｜
０
８
５

２
三
条
市
南
四
日
町
１
の
１
の

10
三
条
高
校
・
石
澤
聡
さ
ん
へ

郵
送

@
A
B
C
D
E
F
D

G
H
/
I
J
K
H
L
-
J

体
力
テ
ス
ト
の
結
果
に
基
づ

き
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
団
体

や
他
の
時
間
で
の
申
し
込
み
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
�
毎
週
火
・
木
曜
日
の
①

午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
７
時

〜
９
時

対
象
�
中
学
生
以
上

定
員
�
各
回
４
人

会
場
�
市

民
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

持
ち
物
�
運
動
の
で
き
る
服
装
、

内
履
き
靴
、
施
設
使
用
料

申

し
込
み
�
希
望
日
の
２
日
前
ま

で
に
市
民
体
育
館
へ

MNOPQ �RSTUVWTXYZ[�X�X�\W]XX[[

^_`�gh��ijkljmnoj
pqrstuvwxtyz{h|}~
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12月16日�～２月２日�、床改修工事のため、
北部体育館のスポーツフロアとランニングコース
が使用できなくなります（多目的ホールは使用可）。
ご協力をお願いします。

問い合わせ 北部体育館�24・6116

▲体力テストでは筋力、瞬発力、柔軟
性などの基礎体力を計測します

MNO�v����
�r���

12月１日、長岡市みしま体育
館がオープンしました。
この体育館は、長岡市が三島

町にある北越銀行所有の体育館
を借用し、市民のみなさんが利
用できる体育館として開設したものです。
健康づくりや体力づくりなどにお気軽にご利用ください。

オープニングイベント
①無料開放デー 12月１日�～６日�
②オープン記念「バレーボールフェスティバル」12月７日�
多くのみなさんのご来場をお待ちしています。
９：00～ オープン記念式典・開会式
９：45～ 長岡市・三島町の小・中学生の交流試合
10：30～ 中学生選抜と高校生等の選抜チーム交流大会

所在地＝三島郡三島町大字中
条1434番地

開館時間＝午前９時～午後９
時30分

休館日＝毎月第２月曜日（祝
日の場合はその翌日）

交 通＝国道８号寺島交差点
（ＪＴ入口）より車で
約10分。バスはＪＲ
長岡駅大手口６番線
発の与板行、宮沢行、脇野町行（いずれも関原経由
のみ）に乗車、三島町役場前バス停下車徒歩３分

施設概要＝アリーナ（バレーボールコート３面。ほかにテ
ニス、バスケットボール、バドミントン、卓球な
どができます）、ランニングコース１周約200ｍ、
ロッカー室、シャワー室、会議室など

利用方法＝
・専用使用（10人以上）
使用日の３カ月前から予約申し込みできます。申し込み

後、使用日の前日までに使用料をお支払いください（使用
料についてはお問い合わせください）。
・個人使用
１回券と会員証（３カ月、半年、１年）があります。会

員証は市民体育館、南部体育館、北部体育館と共通で使用
できます。

▲長岡市みしま体育館

問い合わせ 長岡市みしま体育館�41・2133
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a
b
c
d
e
f

平
成
15
年
１
月
６
日
�
は
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

第
４
期
分
の
納
期
限
で
す
。
忘

れ
ず
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
税
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
納

期
ご
と
に
金
融
機
関
へ
出
向
く

手
間
が
な
く
な
り
、
納
め
忘
れ

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
き
は
、
預
金
口
座
の
あ

る
金
融
機
関
へ
届
け
出
印
を
お

持
ち
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
口
座
か
ら
の
引
き
落
と

し
は
、
手
続
き
し
た
月
の
翌
月

末
日
分
か
ら
で
す
。

な
お
、
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
共
有
名
義
分
は
個
人

名
義
分
と
は
別
に
口
座
振
替
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
�
収
納
課
�
39
・

２
２
１
４

�
�
�

�
�

�
�
�
�

�
�
�
�


�
�
�
�
f

�
�
�
�
	
c
�

国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険

・
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所

得
税
や
市
・
県
民
税
の
申
告
の

際
、
そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
14
年
中
の
１
年
間
（
１
〜

12
月
）
に
納
め
た
保
険
料
の
合

計
で
、
過
去
の
未
払
保
険
料
の

支
払
分
も
含
み
ま
す
。

介
護
保
険
の
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
天
引
き
）
さ
れ
た
保
険

料
は
、
徴
収
さ
れ
た
本
人
の
申

告
の
場
合
に
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
家

族
の
保
険
料
や
免
除
期
間
（
学

生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）
の

追
納
保
険
料
も
対
象
に
な
り
ま

す
。な

お
、
保
険
料
を
口
座
振
替

し
て
い
る
人
に
は
、
振
替
分
に

つ
い
て
、
１
月
に
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す
（
国
民
年
金
は
除

く
）。
所
得
税
や
市
・
県
民
税
の

申
告
の
際
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
は
、
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
�
国
民
健
康
保
険

は
国
保
医
療
課
�
39
・
２
２
２

０
、
介
護
保
険
は
介
護
保
険
課

�
39
・
２
２
４
５
、
国
民
年
金

は
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
�
36

・
５
１
４
１

�
�

�
�
�
�
 
�
!
"

#
$
%
&
'
(
c
�

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学

す
る
児
童
の
保
護
者
に
、
入
学

通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
に
入
学
す
る
生
徒
の
保

護
者
に
は
、
小
学
校
を
通
じ
て

入
学
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

12
月
25
日
こ
ろ
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
学
通
知
書
の
住
所
か
ら
転

居
し
た
場
合
は
、
入
学
す
る
学

校
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
学
校
教
育
課
�

39
・
２
２
３
９

�
)
*
+
,
-
.
/
�
�
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3
4
5
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'
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長
岡
市
が
発
注
す
る
各
種
の

建
設
工
事
や
物
品
等
の
指
名
競

争
入
札
お
よ
び
随
意
契
約
の
協

議
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
従
来
、
水
道
施
設
工

事
は
、
別
に
水
道
局
へ
の
申
請

が
必
要
で
し
た
が
、
今
回
か
ら

は
長
岡
市
へ
申
請
（
一
部
）
の

み
で
結
構
で
す
。

詳
し
く
は
長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ899:;

��<<
<
=>?9@=ABCBDEB=

A??CB9B=F:

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
�
平
成
15
年
１
月
14

日
�
〜
２
月
21
日
�
受
付
時

間
�
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
５
時

問
い
合
わ
せ
�

契
約
検
査
課
�
39
・
２
２
１
０

GH

物
品
の
販

売
・
賃
貸

・
売
却
・

製
造
（
印

刷
）

測
量
・
建

設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

等 建
設
工
事

区

分

平成15・16年度
登
録
年
度

市
指
定
様
式
申
請

書
を
郵
送
ま
た
は

持
参

国
土
交
通
省
指
定

様
式
申
請
書
で
、

内
容
を
説
明
で
き

る
人
が
持
参

市
指
定
様
式
申
請

書
を
郵
送
ま
た
は

持
参 申

請
方
法

IJKLMNOPQLR
STUVWXYZ[\

]平日…午前８時30分～午後７時
]土・日・祝…午前９時～午後５時（今まで通り）
【主な業務】
]各種届出の受付…住民異動届、戸籍届、印鑑登録、
国民健康保険・国民年金異動関係（取り扱いは平日の
午前８時30分～午後５時15分です。土・日・祝は行っ

ていません）
]証明書の発行…住民票の写し、戸籍の全部・個人事
項証明書（戸籍謄・抄本）、印鑑証明、所得証明書等の
税関係証明（税関係証明業務の取り扱いは平日の午前
８時30分～午後５時15分）
※除籍・改製原（昭和）の謄本（抄本）の受付は行っ
ていません。
問い合わせ＝市民サービスセンター（ながおか市民セ

ンター１階）�36・7822

^_`gRhiWjklmno
問い合わせ＝資産税課�39・2213

償却資産とは、土地・家屋以外の事業のために用い
ることができる構築物、機械・装置および工具・器具
・備品などの有形資産をいいます。固定資産税の課税

対象で、毎年１月１日現在の所有状況を１月31日まで
に申告することになっています。

【事業例と主な償却資産】
事務所、金融機関

応接セット、パソコ
ン、複写機、ロッカ
ー、キャビネット、
金庫、エアコンなど

一般小売店、スーパーマーケット

陳列ケース、陳列棚、
レジスター、看板、
エアコン、簡易間仕
切り、自動販売機
など

縫製、印刷、生産工場

モーター、プレス機、
ボイラー、ミシン、
コンベアー、旋盤、
印刷・製本機など

貸ビル、アパート、貸駐車場

受電設備、駐車場舗
装、消雪設備、門、
へい、エアコン、
広告設備、緑化施設
など

飲食業

ちゅう房設備、ちゅ
う房用品、エアコン、
カラオケ、看板、
ネオンサインなど

病院、医院、歯科医院

ベッド、診療台、
エアコン、テレビ、
パソコン、看板、
Ｘ線撮影装置など

pqr
stu

v
w
�
x
y
z
{|
}
{
z
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会
場
・
実
施
時
間
な
ど
が
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

�
a
�
�
�
�
�
�
�
�

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

会
場
�
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間

�
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

�
�
(
e
�
�
�
�
�

風
し
ん
は
、
妊
娠
初
期
に
感

染
す
る
と
出
生
児
に
難
聴
・
白

内
障
・
心
疾
患
な
ど
の
影
響
が

出
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
14
年
４
月
１
日
か
ら
風
し

ん
の
予
防
接
種
の
対
象
が
拡
大

さ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
を
希
望
す
る
人
に

は
必
要
書
類
を
送
り
ま
す
の
で
、

健
康
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
�
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜

昭
和
62
年
10
月
１
日
に
生
ま
れ

た
男
女
で
、
過
去
に
風
し
ん
ま

た
は
Ｍ
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
お
た

ふ
く
か
ぜ
・
風
し
ん
混
合
）
の

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
人

期
間
�
平
成
15

年
９
月
30
日
ま
で

場
所
�
市

内
契
約
医
療
機
関
（「
長
岡
市
子

ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
参
照
）

�
�
f
�
�

��
f
�
�

�
�
�
�
|
�
�
~

母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

参
照
し
て
市
内
の
小
児
科
医
・

病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

１
月
の
対
象
�
４
か
月
児
…
平

成
14
年
９
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
14
年
３
月
生
ま
れ

持
ち
物
�
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、

赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の

み
）

�
�
�
�
b
�
�
�
�
�
�
�

後
日
、
容
器
を
送
り
ま
す
の

で
、
提
出
日
の
朝
に
採
た
ん
し
、

指
定
の
場
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
�
寝
た
き
り
や
歩
行
困
難

な
ど
で
、
集
団
で
の
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ら
れ
な
い

人

提
出
日
�
12
月
19
日
�

提
出
場
所
�
健
康
セ
ン
タ
ー
、

長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
、

各
地
区
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

料
金
�
無
料

申
し
込
み
�
12
月
16
日
�
ま
で

v
�
�
%
�
 
¡
¢
£|
�
�
~

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的

に
訓
練
を
し
た
い
人
に
機
能
訓

練
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

看
護
師
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
ほ
か
、
第
１
・
３
水
曜
日

は
、
運
動
指
導
員
に
よ
る
簡
単

な
体
力
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い

ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
�
毎
週
月
・
水
・
土
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時
30
分
（
12
月

23
日
、
30
日
は
休
み
）

会
場

�
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち

�
�
�
�
�
�
�
�

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
、
寝
た
き
り
予
防
な
ど

に
つ
い
て
理
学
療
法
士
・
保
健

師
が
個
別
に
相
談
に
応
じ
ま
す

（
予
約
が
必
要
）。

利
用
日
�
12
月
12
日
・
26
日

（
第
２
・
４
木
曜
日
）

時
間

�
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場
�
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や

う
ち

申
し
込
み
�
介
護
保
険

課
�
39
・
２
２
４
５
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日
時
�
12
月
９
日
�
、
１
月
20
日
�

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

内
容
�
精

神
科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般
相
談

（
予
約
制
）

会
場
・
□Ö
長
岡
健
康

福
祉
環
境
事
務
所
地
域
保
健
課
�
33

・
４
９
３
１

Ð
×
Ø
Ù
Ú
¡
Û
Ü
Ý
Þ
$
ß

登
録
�
第
１
・
３
・
５
火
曜
日
の
午

前
中
に
長
岡
健
康
福
祉
環
境
事
務
所

�
33
・
４
９
３
２（
予
約
必
要
）
□à

	
骨
髄
移
植
推
進
財
団
�
０
１
２
０

・
４
４
５
・
４
４
５

Ð
á
â
w
ã
Õ
Ó
Ô
Ý
ä
Õ

å
ç
è
é

職
種
・
募
集
人
数
�
臨
時
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
２
人
程
度
、
臨
時
介
護
支
援

専
門
員
１
人
程
度

雇
用
期
間
�
平

成
15
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
を
超
え

な
い
範
囲
で
（
勤
務
成
績
な
ど
に
よ

り
更
新
す
る
場
合
あ
り
）

応
募
資

格
�
昭
和
23
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
申
し
込
み
時
に
次
の

①
②
の
免
許
お
よ
び
資
格
を
す
べ
て

有
す
る
こ
と
①
普
通
自
動
車
運
転
免

許
②
介
護
福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
２
級
以
上
、（
准
）
看
護
師
の
い
ず

れ
か
１
つ
以
上
（
臨
時
介
護
支
援
専

門
員
は
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
も

必
要
）
選
考
�
個
別
面
接

□Ö
12
月

９
日
�
〜
25
日


に
所
定
の
申
込
用

紙
で
、
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
介

護
サ
ー
ビ
ス
係
（
市
役
所
幸
町
分
室

内
）
�
39
・
２
２
４
７
へ êÖ

ë
ì
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診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利

用ください。
ú休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休
日急患診療所へ。
û夜間等の当番病院
①平日

②休日
１日�・22日� 立 川 綜 合 病 院（�33・3111）
８日�・23日祝� 長岡赤十字病院（�28・3600）
15日�・29日� 長岡中央綜合病院（�35・3700）

月曜日・木曜日 長岡赤十字病院（�28・3600）
火曜日・金曜日 長岡中央綜合病院（�35・3700）
水曜日・土曜日 立 川 綜 合 病 院（�33・3111）

診療科目 受 付 時 間
休 日 急 患 診 療 所
�35・8255

内科（小児科）
外科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
�33・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

12/18
ü

期
日

心
の
健
康

相
談
内
容

保
健
師

精
神
保
健
福
祉
相
談
員

担

当

１/11
ý

期
日

ジ
ャ
ス
コ

長
岡
店

会

場
午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
４
時

時

間
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▲足腰お達者クラブで
（11月18日）

a

b



ン
タ
ー
１
階
ま
ち
の
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
市
役
所
１
階
市
民
の
声

情
報
室

問
い
合
わ
せ
�
環
境

政
策
課
�
24
・
０
５
２
８

�
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�
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�
�
�
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昨
年
を
上
回
る
交
通
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
冬
は

積
雪
や
道
路
の
凍
結
に
よ
る
ス

リ
ッ
プ
事
故
の
危
険
が
あ
り
ま

す
。交

通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

☆
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

)
雪
道
用
タ
イ
ヤ
の
早
期
装
着

)
無
理
な
追
い
越
し
は
し
な
い

)
安
全
な
速
度
と
車
間
距
離
を

守
る

)
迷
惑
駐
車
は
し
な
い

)
飲
酒
運
転
は
し
な
い

☆
歩
行
者
の
み
な
さ
ん
へ

)
飛
び
出
し
は
し
な
い

)
車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
し

な
い

)
外
出
時
は
明
る
い
服
装
や
反

射
材
を
身
に
つ
け
る

担
当
�
防
災
課
�
39
・
２
２
０

６�
*
c
+
,
-
�

雪
や
冬
囲
い
に
よ
り
家
の
出

入
口
が
ふ
さ
が
れ
る
と
、
災
害

の
と
き
避
難
が
で
き
ま
せ
ん
。

避
難
口
は
２
カ
所
以
上
確
保
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
用
し
て

い
る
家
庭
で
は
、
雪
下
ろ
し
の

と
き
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
の
ホ
ー
ス

を
傷
め
た
り
、
風
呂
釜
な
ど
の

給
排
気
口
を
ふ
さ
が
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
と
き

は
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
を
す

る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

②
給
油
口
の
キ
ャ
ッ
プ
は
確
実

に
し
め
る
。

③
ス
ト
ー
ブ
の
上
部
で
洗
濯
物

を
乾
か
さ
な
い
。

④
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
く
に

置
か
な
い
。

⑤
ス
ト
ー
ブ

の
近
く
で
子

ど
も
を
遊
ば

せ
な
い
。

担
当
�
消
防
本
部
予
防
課
�
35

・
２
１
９
０

�
75
・
２
０
３
８
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日
時
�
12
月
22
日
�
午
後
１
時
30
分

か
ら

会
場
�
市
民
セ
ン
タ
ー
地
下

１
階
イ
ベ
ン
ト
広
場

対
象
�
留
学

に
関
心
の
あ
る
中
学
生
・
高
校
生
と

そ
の
保
護
者

内
容
�
Ａ
Ｆ
Ｓ
留
学

な
ど

□C
Ａ
Ｆ
Ｓ
長
岡
支
部
・
須
藤

さ
ん
�
・
�
35
・
４
２
２
２

.
D
E
F
c
@
A
D
G
H
I

12
月
・
１
月
の
相
談
日
�
12
月
4
日

�
・
18
日
�
、
１
月
15
日
�
会
場

・
□J
関
東
信
越
税
理
士
会
長
岡
支
部

事
務
局（
三
和
３
）�
33
・
８
０
８
０

KL

フ
ユ
サ
ン
ゴ
（
冬
珊
瑚
）
は
、

ナ
ス
科
ソ
ラ
ナ
ム
属
の
植
物
で

す
。
種
名
を
プ
セ
ウ
ド
・
カ
プ

シ
ク
ム
（
に
せ
の
ト
ウ
ガ
ラ

シ
）
と
い
い
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
と

混
同
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
全
く
別
の
種
で
す
。

ソ
ラ
ナ
ム
の
矮M

N

性
種
の
フ
ユ

サ
ン
ゴ
は
、
丸
い
実
が
緑
、
白
、

橙
、
赤
と
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

変
化
し
て
サ
ン
ゴ
色
に
な
り
ま

す
。
そ
れ
が
名
の
由
来
で
す
。

た
だ
し
、
そ
の
実
は
有
毒
で
す
。

フ
ユ
サ
ン
ゴ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル

を
原
産
地
と
す
る
常
緑
の
小
低

木
で
、
１
０
０
年
ほ
ど
前
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
か
ら
渡
来
し
ま
し
た
。

欧
米
で
は
、
お
も
に
ク
リ
ス
マ

ス
用
の
鉢
物
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

中
で
も
「
ビ
ッ
グ
ボ
ー
イ
」

は
緋
赤
の
大
果
種
で
、
他
の
品

種
の
２
倍
ほ
ど
の
実
に
な
り
見

事
で
す
。
最
近
は
、
ク
リ
ス
マ

ス
チ
ェ
リ
ー
の
品
種
名
の
も
の

も
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
高
性
種
に
は
、
黄
色

の
ツ
ノ
ナ
ス
や
白
い
玉
子
形
の

白
ナ
ス
、
そ
れ
に
赤
色
の
巾
着

形
の
赤
ナ
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

O
P
Q
R
S
T
U
V

（
場
所
）
日
当
た
り
の
よ
い
と

こ
ろ
を
好
む
植
物
で
、
日
光
を

た
っ
ぷ
り
与
え
る
と
実
つ
き
が

よ
く
な
り
ま
す
。

冬
期
間
は
、
室
内
の
ガ
ラ
ス

越
し
の
日
光
の
差
し
込
む
と
こ

ろ
に
置
き
ま
す
。
意
外
と
寒
さ

に
強
く
、
凍
結
さ
え
し
な
け
れ

ば
冬
越
し
が
で
き
ま
す
。

八
重
桜
の
散
る
こ
ろ
、
上
部

を
刈
り
込
ん
で
仕
立
て
直
し
を

し
て
、
日
当
た
り
の
よ
い
と
こ

ろ
で
育
て
る
と
、
秋
に
は
見
事

な
大
株
の
鉢
物
に
な
り
ま
す
。

（
用
土
）
ナ
ス
科
の
植
物
で
す

か
ら
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
や
ト
マ
ト
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
ナ
ス
科
の

植
物
を
育
て
た
土
で
の
連
作
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

（
播
種
と
仮
植
）
発
芽
の
適
温

は
比
較
的
高
く
25
℃
で
す
。
フ

レ
ー
ム
か
室
内
で
、
平
鉢
や
箱

に
赤
玉
土
６
、
ピ
ー
ト
モ
ス
４

の
混
合
土
に
播
種
し
ま
す
。
発

芽
後
は
十
分
に
日
光
に
当
て
、

水
を
控
え
め
に
し
て
育
て
ま
す
。

本
葉
２
〜
４
枚
の
こ
ろ
、
例

え
ば
赤
玉
土
４
、
鹿
沼
土
２
、

腐
葉
土
４
の
混
合
で
ポ
ッ
ト
に

仮
植
し
て
育
苗
し
ま
す
。

（
定
植
）
苗
が
10
㎝
ほ
ど
に
な

っ
た
ら
、
仮
植
で
使
っ
た
用
土

に
例
え
ば
マ
グ
ア
ン
プ
Ｋ
な
ど

の
緩
効
性
化
成
肥
料
を
８
W
ほ

ど
混
入
し
て
、
５
号
鉢
に
１
本

植
え
と
し
ま
す
。

（
肥
料
）
初
期
の
発
育
が
遅
い

の
で
、
本
葉
が
出
た
ら
週
に
一

度
、
ハ
イ
ポ
ネ
ッ
ク
ス
な
ど
の

液
肥
の
千
倍
液
を
与
え
ま
す
。

定
植
後
も
多
肥
栽
培
を
好
む

の
で
、
実
が
つ
く
ま
で
は
２
週

間
に
１
回
は
液
肥
、
ま
た
は
月

に
１
回
置
き
肥
を
与
え
ま
す
。

実
が
つ
い
て
か
ら
は
、
チ
ッ

素
肥
が
効
き
す
ぎ
る
と
葉
ば
か

り
茂
り
、
実
つ
き
が
悪
く
な
り

ま
す
。

（
病
害
虫
）
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ハ

ダ
ニ
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
早
期
に
駆
除
し
て
や
り

ま
し
ょ
う
。

X
Y
Z
[
\
]
^
_
`
g
h
i
\
j
k

l
m
n
o
p

12
月
は
何
か
と
せ
わ
し
い
月
で
、
買
い
物
に
出
向
く
機
会
も
多
く

な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
園
芸
店
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始
用

の
鉢
物
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
「
お
や
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
…
」
と
錯
覚
す
る
よ
う
な
、

サ
ン
ゴ
色
の
実
を
つ
け
た
鉢
物
が
あ
り
ま
す
。

今
月
は
、
フ
ユ
サ
ン
ゴ
の
紹
介
で
す
。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て
（
12
月
26
日
�
、
１
月
２
日
�
は
お
休
み
し
ま
す
）

〇qrs

長岡市環境家計簿t

u
v
w

▲フユサンゴ

�
x
y
z
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|
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�
�
�

応
募
資
格
�
次
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
し
て
い
る
人
①
健
康

か
つ
学
力
優
秀
で
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
人
②
平

成
14
年
３
月
末
日
以
前
か
ら
、

引
き
続
き
市
内
に
住
む
世
帯
の

人
③
平
成
15
年
４
月
、
大
学

（
短
大
、
夜
間
部
、
通
信
教
育

部
、
大
学
院
は
除
く
）
へ
入
学

す
る
人
④
他
の
奨
学
金
を
受
け

て
い
な
い
人

募
集
人
数
�
20

人
程
度
（
一
次
・
二
次
募
集
あ

わ
せ
て
）

申
し
込
み
�
①
一

次
募
集
…
平
成
14
年
12
月
２
日

�
〜
平
成
15
年
１
月
24
日
�
②

二
次
募
集
…
平
成
15
年
３
月
３

日
�
〜
３
月
20
日
�
に
在
学
・

出
身
の
高
校
ま
た
は
高
専
へ
申

込
書
を
提
出
（
申
込
書
は
学
校

に
あ
り
ま
す
）

採
用
の
決
定

時
期
�
①
一
次
募
集
…
平
成
15

年
３
月
上
旬
②
二
次
募
集
…
平

成
15
年
４
月
下
旬

貸
付
額

（
月
額
）
�
自
宅
通
学
３
０
、

０
０
０
円
、
自
宅
外
通
学
４
０
、

０
０
０
円

利
息
�
無
利
息

貸
付
期
間
�
平
成
15
年
４
月
か

ら
在
学
す
る
大
学
の
最
短
修
学

年
限
の
卒
業
期
ま
で

返
還
方

法
�
貸
付
期
間
終
了
後
１
年
据

え
置
き
、
そ
の
後
10
年
以
内
に

年
賦
か
半
年
賦
で
返
還

問
い

合
わ
せ
�
庶
務
課
内
	
長
岡
市

米
百
俵
財
団
�
39
・
２
２
０
３

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

製
造
業
を
対
象
に
、
12
月
31

日
現
在
で
全
国
一
斉
に
工
業
統

計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

製
造
業
の
実
態
を
あ
き
ら
か

に
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
調
査

結
果
は
各
種
行
政
施
策
等
の
広

い
分
野
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

平
成
13
年
長
岡
市
の
製
造
品

出
荷
額
は
１
位
…
電
気
機
械
器

具
製
造
業
、
２
位
…
一
般
機
械

器
具
製
造
業
、
３
位
…
精
密
機

械
器
具
製
造
業
で
し
た
。

12
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬
に

か
け
て
調
査
員
が
う
か
が
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
庶
務
課
統
計
係

�
39
・
２
２
４
８

�
�
�
�
�
�
?
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A
B
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

平
成
15
年
版
の
カ
レ
ン
ダ
ー

付
き
環
境
家
計
簿
を
作
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
家
庭
で
の
電
気

や
燃
料
、
ご
み
の
量
な
ど
を
記

録
し
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
暮

ら
し
や
、
家
計
の
節
約
に
役
立

て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

環
境
家
計
簿
は
次
の
施
設
に

備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

配
付
場
所
�
環
境
政
策
課
、
各

公
民
館
、
各
図
書
館
、
市
民
セ

K�

.
�
�
 
6
¡
¢
£
�
¤
6
¥

¦
§
y
z
¨
6
3
�
©
�
�

募
集
人
数
�
１
年
生
１
２
０
人
（
附

属
長
岡
小
学
校
か
ら
連
絡
入
学
者
約

80
人
を
含
む
）

対
象
�
平
成
15
年

３
月
小
学
校
卒
業
見
込
み
で
自
宅
か

ら
片
道
１
時
間
以
内
で
通
学
で
き
る

人

出
願
期
間
�
12
月
18
日
�
〜
26

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
21
日
〜

23
日
を
除
く
）

□C
所
定
の
申
し
込

み
用
紙
で
（
12
月
25
日
�
ま
で
長
岡

附
属
学
校
事
務
室
�
32
・
４
９
５
６

に
て
直
接
交
付
）

.
y
z
¢
ª
?
«
¬
B


®

æ
�
�

募
集
人
数
�
２
人
程
度

対
象
�
長

岡
市
出
身
ま
た
は
長
岡
市
内
の
高
校

を
卒
業
し
た
大
学
生
、
大
学
院
生

所
在
地
�
東
京
都
武
蔵
野
市
西
久
保

２
の
16
の
９

部
屋
�
６
畳
洋
間
個

室
食
事
な
し（
自
炊
設
備
あ
り
）
寮

費
�
月
２
８
、０
０
０
円（
光
熱
費
込

み
）
□C
平
成
15
年
１
月
31
日
�
ま
で

に
齋
藤
佑
さ
ん
�
36
・
０
９
５
０
へ

.
y
z
¯
°
±
²
³

´
µ
¶
£
·
¸
¹
º
»
¼
½
�
�

採
用
予
定
日
�
平
成
15
年
４
月
１
日

職
種
と
募
集
人
数
�
寮
父
（
母
）
１

人

応
募
資
格
�
昭
和
37
年
４
月
２

日
〜
58
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
人

選
考
�

筆
記
試
験
（
一
般
教
養
・
作
文
）、
面

接
試
験

試
験
日
�
平
成
15
年
１
月

14
日


□C
12
月
13
日
�
ま
で
に
受

験
申
込
書
で

□J
寺
泊
老
人
ホ
ー
ム
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Àÿff���ãñ�å�
市議会の本会議や委員会を公開しています。みな

さん気軽においでください。

ÀÿffÉÌ���ffR	


時間＝本会議…午後１時から、常任委員会…午前10
時から、議会運営委員会…午前11時30分から 傍聴
定員＝本会議65人（車いす２人含む）、委員会７人

問い合わせ＝議会事務局�39・2244

abcçèéÔ def�Ï��

市では、中小企業のみなさんの経営基盤の安定化に必要
な資金調達を支援するため、「長岡市経営安定特別融資」の
融資枠を拡大し、今後の資金需要に対応します。どうぞご
利用ください。
対象者＝市内で事業所または事務所を１年以上営業してい

る中小企業者
資金使途＝運転資金
限度額＝3,000万円以内
貸付利率＝年1.9％（信用保証付は年1.7％）
返済期間＝７年以内（据置２年以内含む）
取扱期間＝平成15年３月31日�まで
申し込み＝直接下記の金融機関へ
北越銀行、大光銀行、長岡信用金庫、第四銀行、あさひ

銀行、富山第一銀行、新潟県信用組合、商工組合中央金庫
の各市内本支店

問い合わせ＝商業振興課�39・2228

� � � � � � �

10日�
議会運営委員会 第二委員会室
本会議（招集日） 議 場

11日� 本会議（予備日） 議 場
12日� 本会議（予備日） 議 場
13日� 文教社会委員会 第一委員会室
16日� 建設委員会 第一委員会室
17日� 産業環境委員会 第一委員会室
18日� 総務委員会 第三委員会室

20日�
議会運営委員会 第二委員会室
本会議（最終日） 議 場



わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
施
施
設
�
な
が
お
か
医
療
生

協
診
療
所（
前
田
１
の
６
の
７
）

�
38
・
０
８
１
３
、
東
部
ど
ん

ぐ
り
保
育
園
（
四
郎
丸
２
の
３

の
25
）
�
34
・
８
２
０
０

�
�
�
�
�
�
�
�
	


a
b

c
d
e
f
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平
成
14
年
度
の
社
費
募
集
総

額
は
２
、０
６
４
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
た
く
さ
ん
の
新
規
ご
加

入
と
、
協
賛
委
員
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

社
費
は
、
国
内
外
へ
の
災
害

救
助
活
動
や
救
援
物
資
交
付
、

災
害
死
亡
者
弔
慰
金
、
救
急
法

の
講
習
会
な
ど
、
市
地
区
は
じ

め
国
際
赤
十
字
事
業
を
行
う
活

動
資
金
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
�
福
祉
総
務
課
内

日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部
長

岡
市
地
区
事
務
局
�
39
・
２
２

１
７
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���� !"#$

長岡市ホームページに
自由に利用可能な年賀状
用画像を掲載しています。
内容は、米百俵の群像や
長岡まつり大花火大会と
いった市の観光や風景、
歴史などに関わるもので
す。トップページからご
覧ください。
なお、利用は年賀状の

作成用に限ります。
問い合わせ＝情報政策課

�39・2205
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市
役
所
の
休
日
は
、
12
月
28
日

�
〜
１
月
５
日
�
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
業
務
に
つ
い
て

は
12
月
30
日
�
も
取
り
扱
い
ま
す
。

①
市
民
課
（
１
階
）

住
民
異
動
届
な
ど
の
各
種
届
出

書
の
受
理
、
戸
籍
や
住
民
票
・
印

鑑
証
明
な
ど
の
各
種
証
明
書
の
交

付
、
国
民
年
金
相
談
、
外
国
人
登

録②
国
保
医
療
課
（
１
階
）

国
民
健
康
保
険
の
収
納
事
務
・

証
明
書
の
交
付
、
老
人
保
健
の
受

付
、
医
療
費
助
成
の
受
付

③
福
祉
相
談
課
（
１
階
）

児
童
扶
養
手
当
の
受
付
、
障
害

者
福
祉
の
受
付

④
介
護
保
険
課
（
２
階
）

転
出
・
転
入
届
に
か
か
る
介
護

保
険
の
受
給
資
格
証
明
書
・
資
格

者
証
の
交
付
、
要
介
護
認
定
・
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
申
請

受
付

⑤
市
民
税
課
（
２
階
）

所
得
証
明
な
ど
の
各
種
証
明
書

の
交
付

⑥
資
産
税
課
（
２
階
）

課
税
証
明
な
ど
の
各
種
証
明
書

の
交
付

⑦
収
納
課
（
２
階
）

市
税
な
ど
の
収
納
事
務
、
納
税

証
明
書
の
交
付

�
-
'
.
/
	
0
�

①
次
の
施
設
の
休
日
は
12
月
28
日

�
〜
１
月
４
日
�
で
す
。

・
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

・
市
立
劇
場

・
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー

・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け
さ
じ
ろ
・

ま
き
や
ま
・
ふ
そ
き
・
み
や
う
ち

・
地
区
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

・
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
産
業
展
示
室（
ハ
イ
ブ
長
岡
内
）

・
栖
吉
活
性
化
セ
ン
タ
ー

・
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

・
千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森
ア
ト

リ
ウ
ム

・
市
民
体
育
館

・
南
部
体
育
館

・
北
部
体
育
館

・
み
し
ま
体
育
館

・
悠
久
山
屋
内
プ
ー
ル

・
厚
生
会
館

・
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

・
中
央
公
民
館

・
地
区
公
民
館

・
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
中
央
図
書
館

・
互
尊
文
庫

・
西
・
南
・
北
地
域
図
書
館

・
科
学
博
物
館

・
郷
土
史
料
館

②
児
童
館
の
休
日
は
、
12
月
28
日

�
〜
１
月
５
日
�
で
す
。

③
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
休

日
は
、
12
月
29
日
�
〜
１
月
３
日

�
で
す
。

な
お
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
証
明
発
行
業
務
は
、
12
月
28

日
�
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、

１
月
４
日
�
・
５
日
�
は
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
で
す
。

④
青
葉
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
証
明
発
行
業
務
は
、
12
月
28

日
�
〜
１
月
５
日
�
休
み
ま
す
。

⑤
エ
コ
ト
ピ
ア
寿
の
休
日
は
、
12

月
31
日
�
〜
１
月
４
日
�
で
す
。

な
お
、
12
月
28
日
�
〜
30
日
�

の
営
業
時
間
は
、
午
前
10
時
〜
午

後
８
時
で
す
。

⑥
自
転
車
駐
車
場
（
地
下
）
の
休

日
は
、
１
月
１
日
祝�
〜
３
日
�
で

す
（
12
月
31
日
�
の
営
業
時
間
は

午
後
６
時
ま
で
、
１
月
４
日
�
以

降
は
平
常
ど
お
り
）。

⑦
大
手
口
駐
車
場
、
大
手
通
り
地

下
駐
車
場
、
表
町
駐
車
場
は
、
休

ま
ず
営
業
し
ま
す
（
た
だ
し
、
大

手
口
駐
車
場
は
12
月
31
日
�
・
１

月
１
日
祝�
は
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
、
１
月
２
日
	
・
３
日
�
は
午

前
８
時
〜
午
後
６
時
。
大
手
通
り

地
下
駐
車
場
は
12
月
31
日
�
は
午

前
７
時
〜
午
後
６
時
、
１
月
１
日

祝�
〜
３
日
�
は
午
前
８
時
〜
午
後

６
時
）。

▲こんなふうに
使ってください
（見本）

�
1
�
2
3
�
3
4
5
3
6
7
8

9:
;
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=
>
?
;
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=
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A
B
C
D
E
F

①
内
科
（
小
児
科
）・
外
科
は
、

休
日
急
患
診
療
所
�
35
・
８
２

５
５
（
西
千
手
２
の
５
の
１
健

康
セ
ン
タ
ー
内
）
へ

②
歯
科
は
、
休
日
急
患
歯
科
診

療
所
�
33
・
９
６
４
４
（
西
千

手
２
の
５
の
１
健
康
セ
ン
タ
ー

内
）
へ

③
産
婦
人
科
は
在
宅
当
番
医
制

で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
休
日

急
患
診
療
所
�
35
・
８
２
５
５

へ④
夜
間
の
当
番
病
院

※
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て
は

24
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

１/１G�
～３H

12/31
I

期
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

受

付

時

間

12/31I
～１/３H

期
日

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

受

付

時

間

３
H

２
J
１/１
G�
12/31
I

期
日

長
岡
赤
十
字
病
院

立
川
綜
合
病
院

長
岡
中
央
綜
合
病
院

立
川
綜
合
病
院

当
番
病
院

�
28
・
３
６
０
０

�
33
・
３
１
１
１

�
35
・
３
７
０
０

�
33
・
３
１
１
１

電

話

�
K
L
M
N
O
	
P
Q
R
S

T
U
V
W
X
Y
Z
	
[
\

]
^
_
`

長
岡
市
才
津
地
区
の
県
営
ほ

場
整
備
事
業
に
伴
い
、
流
域
下

水
道
の
幹
線
ル
ー
ト
を
変
更
す

る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
�
12
月
13
日
�
午
後
７
時

か
ら

会
場
�
市
役
所
３
階
中

会
議
室

問
い
合
わ
せ
�
下
水

道
管
理
課
�
39
・
２
２
３
５
、

新
潟
県
下
水
道
課
流
域
下
水
道

係
�
０
２
５
・
２
８
０
・
５
４

３
６

�
g
h
i
j
k
l
m
n
o
p

q
r
s
t
+
X
u
v
i
w

x
Z
^
y
/
�
�
z

児
童
が
病
気
や
け
が
な
ど
の

回
復
期
で
安
静
を
必
要
と
す
る

た
め
、
保
育
園
な
ど
に
通
え
な

い
場
合
で
、
保
護
者
が
勤
務
な

ど
の
都
合
に
よ
り
家
庭
で
育
児

を
で
き
な
い
と
き
に
、
児
童
を

預
か
り
、
看
護
師
ら
が
保
育
し

ま
す
。

４
月
に
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

た
な
が
お
か
医
療
生
協
診
療
所

に
加
え
、
12
月
２
日
�
か
ら
新

た
に
東
部
ど
ん
ぐ
り
保
育
園
で

も
開
始
し
ま
す
。

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

実
施
施
設
ま
た
は
児
童
福
祉
課

�
39
・
２
２
１
９
に
お
問
い
合
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晩
秋
の
金¦

§

峯¨

神
社
・
蔵
王
堂
城

跡
周
辺
は
堀
や
土
塁
、
石
橋
が
紅

葉
と
あ
い
ま
っ
て
、
な
ん
と
も
い

え
な
い
深
い
趣
が
あ
り
ま
す
。

堀
直
竒
の
像
は
、
こ
の
蔵
王
堂

城
跡
の
土
塁
の
上
に
あ
り
ま
す
。

堀
直
竒
（
一
五
七
七
〜
一
六
三
九
）

は
、
最
初
に
長
岡
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
だ
武
将
で
す
。

蔵
王
堂
城
の
後
見
職
だ
っ
た
直

竒
は
、
慶
応
十
年
（
一
六
〇
五
）

に
長
岡
城
を
中
心
と
す
る
ま
ち
づ

く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。
信
濃
川

の
水
流
に
よ
り
土
地
が
削
ら
れ
、

年
々
、
蔵
王
堂
城
に
迫
る
こ
と
か

ら
城
の
移
転
を
決
め
、
現
在
の
Ｊ

Ｒ
長
岡
駅
を
中
心
と
す
る
場
所
を

移
転
先
に
選
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
築
城
工
事
は
国
替
え

や
高
田
城
の
築
城
の
た
め
進
め
ら

れ
ず
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）

に
直
竒
が
蔵
王
堂
八
万
石
の
城
主

に
な
っ
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
元

和
三
年
か
ら
再
開
さ
れ
、
翌
年
一

応
の
完
成
を
み
ま
し
た
。

そ
の
直
後
、
堀
直
竒
は
村
上
に

移
封
と
な
り
、
直
竒
の
後
に
長
岡

に
入
っ
た
牧
野
忠©

ª

成«
¬

が
城
づ
く
り

を
継
承
し
、
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
直
竒
は
城
下
町
長
岡
の

基
礎
を
造
っ
た
だ
け
で
な
く
、
新

潟
の
港
や
町
、
信
濃
川
の
水
運
を

整
備
す
る
な
ど
、
そ
の
業
績
は
大

変
大
き
な
も
の
で
し
た
。

蔵
王
の
地
か
ら
中
心
市
街
地
を

見
つ
め
る
直
竒
の
像
。
そ
の
目
に

は
、
戊
辰
戦
争
、
長
岡
空
襲
の
戦

禍
か
ら
復
興
し
、
発
展
し
て
き
た

今
の
長
岡
の
ま
ち
が
、
ど
の
よ
う

に
映
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

▲堀直竒の像（西蔵王３）
像は平成６年４月に地元の有志を中心と

した募金によって建立されました。
土塁の脇には、堀直竒の遺徳を記した「堀
直竒公顕彰碑」が建てられています。
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表
彰
式
は
、
11
月
15
日
に
市

役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
多
年
自
主
的
に
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
「
槇
山
け
や
き
苑
」

と
の
交
流
を
継
続
し
て
い
る
模

範
的
行
為

º
»
¼
½
¾
¿
À
Á

Â
Ã
Ä
Å
Æ

▼
多
年
長
岡
市
体
育
指
導
委
員

と
し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

Ç
È

É
Â
Ê
Ë
Ì
Í
Î
Ï
Æ

Ð
Ñ

Ò
Ó
Â
Ô
Õ
Å
Ö
Æ

×
Ø

Ù
ÚÂ
Û
Ü
Å
Æ

Ä

Ý
¿Â
Þ
ß
à
Å
Æ

▼
多
年
長
岡
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
役
員
と
し
て
体
育
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

á
â

ã
äÂ
å
ç
Å
Æ

è
é

ê
ë

Â
Ê
Ë
Ì
Í
Î
Ï
Æ

▼
多
年
長
岡
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ

協
会
役
員
と
し
て
体
育
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
た
功
績

å
Ø

ì
íÂ

î
Ä
Õ
Å
ï
Æ

▼
多
年
長
岡
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
協
会
役
員
と
し
て
体
育

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

ð
â

ñ
òÂ
¼
ó
Å
ô
Æ

▼
多
年
長
岡
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
役
員
と
し
て
体
育
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
た
功
績

õ
ö

÷
øÂ
ù
Å
ï
Æ

ú
û

ü
ÚÂ
ý
Å
Ö
Æ

▼
多
年
長
岡
市
陸
上
競
技
協
会

役
員
と
し
て
体
育
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
た
功
績

þ
Ô

ÿ
ÚÂ
Þ
Ü
ô
Æ

▼
多
年
長
岡
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟
役
員
と
し
て
体
育
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
た
功
績

ú

ff
�Â
�
�
�
�
Æ

�
�

�
	Â
Î
Å
ô
Æ

▼
多
年
長
岡
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
役
員
と
し
て
体
育
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績



a

bÂ
c
d
Ö
Æ

▼
多
年
学
校
歯
科
医
と
し
て
児

童
生
徒
の
保
健
衛
生
お
よ
び
体

位
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
功
績

e
f

�
�Â
Î
Å
ô
Æ

▼
多
年
学
校
薬
剤
師
と
し
て
学

校
環
境
衛
生
の
維
持
お
よ
び
改

善
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
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